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八ードウエア編 


本装置の八 ー ドウエアについて説明します。 


r を部の名称と機能」 （70 ページ） 

本体の各部のを称と機能についてパーツ単位に説 S 月しています。 

r 設置と接続」 （80 ページ） 

本体の設置にふさわしい場所や背面のコネクタへの接続について説明していま 
す。 


r 基本的な操作」 （85 ページ） 

電源の ON や OFF のちま，および CD - ROM のセツト方法などについて説おして 
いまず。 


r オプションの取り付け」 （94 ぺージ） 

本装置にオプションを取り付けるときにご覧ください。 

r ケーブル接続」（146ページ） 

本体の内部/外部へのケーブル接続例を示します。背面にあるケーブルの接続 
については「設置と接続」をご覧ください。 

r システム BIOS のセットアップ ( SETUP )」（1 已3ぺージ） 

専用のユーティリティを使った B の S の設定ち法について説 S 月していまず。 

「リセットとクリア」 （181 ぺージ） 

リセ、ソトずる方法と内部メモリに M 0 S メモリ）のクリアち法について説 B 月しま 
ず。 


r 割り込みラインと I / O ポートアドレス」 （1 8已ぺージ） 

本体内部のアドレスや割り込みの設定について説明しています。 

「 RAID コンフイグレーシヨン」 （187 ぺージ） 

本装置内蔵の八ードディスクドライブをディスクアレイドライブとして運用す 
るための方法について説おしまず。 
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各部の名祿と機能 


本装置の各部のを称を次に示します。 



に） （1) 



(1) フ□ントドア 

P 日 WER スイッチ、己ぶ5インチデバイス、 DVD- 
R0M ドライブを取り扱うときや 3.5 インチデバイ 
スベイに八ードディスクドライブを取リがける 
(または取り外す）、 USB 機器を接続するときじ開 
ける。添付のセキュリティキーで□ックすること 
ができる t 一8日ページ)。 

(2) キース□ット 

フ□ントドアを□ック/解除するセキュリティ 
キーの差し □ (^8日ぺージ)。 

(3) スタビライザ（左ちに各2個） 

転倒防止用のストッパ。 

(4) LAN アクセスランプ（緑色） 

LAN に接続されているときに点灯し、 LAIXI にアク 
セスしているときに点滅する（一75ぺージ)。左 
側が LAN 1巧でち側が LAN2 用。 

LAN ポート番号は、 0S の種類によりアイコン表 
示と 0S 上の表示が異なる場合があります。 


(已） D 旧 K ACCESS ランプ（緑色/アンパ’一 
色） 

巧蔵の八 ー ドディスクドライブにアクセスしてい 
るときに緑色に点なする。巧蔵の八ードディスク 
ドライブのうち、いずれか1つでも故障ずるとア 
ンバー色に点灯する（一77ページ)。 

(6) P 0 WER / SLEEP ランプ（緑色） 

電源を日 N にすると緑色に点灯する。電源を OFF 
にずると消なする（一76ページ)。またシステム 
がスリープ状態のときに点減する。 

(7) STATUS ランプ（緑色/アンパー色） 

正常に動作しているときは漏色に、異常を橫化ず 
るとアンバー色に点な-点滅ずる（一75ページ)。 
















































































装置前面（フ□ントドアを開いたが態) 


ハードウエア編 /^ 



(1) 己.2己インチデバイスベイ 

オプションの DAT (デジクルオーディオテープ） 
ドライブや光磁気ディスクドライプなどを取りが 
ける場所（^11目ぺージ)。 

(2) DVD - ROM ドライブ 

DVD-ROM のデータの読み化しを巧う（-91ぺ一 
ジ)。 

に）-1アクセスランプ 
に）-2トレー 

に ）-3 強制イジェクトホール 
(2)-4 オープン/ク□ーズボタン 

(3) 3.已インチ八ードディスクドライブベイ 

八ードディスクドライブ増設巧ス□ット。約 
25.4mm (1 インチ）厚の八ードディスクドライ 
ブが取りがけられる（一>101ページ)。 

SAS P 日 RT は下か6順に PORTO 〜 PORT3 で固 
定に設定されている。八ードディスクドライブは 
別売品でブランクス□ットにはダミートレーが搭 
載されている （PORTO のス□、ソトを踪く）。 

(4) カバーオープンセンサ 

フ□ントドアの開閉を横化するセンサ。 


(已） POWER スイッチ 

電源を ON/OFF するスイッチ。一度押すと 
POWER/SLEEP ランプが点灯し、 ON の状態にな 
る。もう一度押すと電源を OFF にする（一86ぺ一 
ジ)。4砂 U 上押し続けると強制的にシャッ ト ダウ 
ンする（一181ぺージ)。 

(6) ランプ（前ページ参照） 

(7) RESET スイッチ 

本装置をリセットするスイッチ（^181ぺージ)。 

(8) DUMP スイッチ 

本装置に起きたイベント□グを操取する（一277 
ぺージ)。 

(9) USB コネクタ 

US 巨インタフェースに対応している機器と接縮す 
る（^83ぺージ)。 

(10) 増設用 HDD ケージ搭載ベイ 

オプションの HDD ケージを搭載することで八ード 
ディスク ド ライフを最大8台まで取り付けること 
ができる。 
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装置背面 



•( 6 ) 


-(7) 


(1) 電源ユニット 

本装置に DC 電源を供給する装置。 

(2) 八ンドル 

電源ユニットの取りがけ/取り外しの際に持つ 
とつ手。 

(3) AC インレット 

電源コードを接編するソケット（一82ページ)。 
増設電源 ユニッ トにも AC インレットが付いてい 
る。 

(4) POWER ランプ（緑色） 

電源コードを AC インレットに摇渝し、 AC 電源を 
受電すると点滅し、電源を ON (DC ON ) すると 
点灯する（一78ぺージ） 

(已 ） POWER FAIL ランプ（アンパ’一色） 

電源ユニットに何6かの異常が発生した場合に点 
灯する（：^78ぺージ） 

(6) 増設電源ユニットス□ット 

オプションの電源 ユニッ トを取り付ける ス□ット 
卜107ぺージ)。 

(7) シリアルポート日コネクタ 

シリアルインタフェースを持つ装置と接続する 
卜のぺージ)。 

なお、専巧回線に直接接硫することはできませ 
ん。 

(8) PCI ボード増設用ス□ット 

オプションの PCI ポードを取りがけるス □、ソ ト 
(一に3ページ)。 

(日）マウスコネクタ 

添がのマウスを接続する（一82ページ)。 

(10) キーボードコネクタ 

添がの丰ーボードを接続する（^82ぺージ)。 


(11) シリアルポート A コネクタ 

シリアルインタフェースを持つ装置と接締する 
卜82ぺージ)。 

なお、専用回線に直接接渝することはできませ 
ん。 

(12) モニタコネクタ 

ディスプレイ装置を接続する（一82ページ)。 

(13) UNK/ACT ランプ 

LAN のアクセス状態を示ずランプト79ぺ一 
ジ)。 

(14) LAN コネクタ 

1 0 OOBase - T /1 OOBase - TX /1 0巨日 se-T 対応に対 
応した LAN 上のネットワークシステムと接続する 
卜82ぺージ)。 

(14)-1 LAN ポート1(標準） 

(14)-2 LAN ポート2 (標準） 

(14)-3 管理用 LAN ポート （100 Base - TX /10- 
BaseT ) 

LAN ポート番号は. OS の種類によりアイコン表 
示と 0 S 上の表示が異なる場合があります。 

(1 已） Speed ランプ 

標準装備の LAN ポート1と2および管理巧 LAN 
ポートの稳送速度を示すランプ。 

(16) USB 1 〜2コネクタ 

US 巨インタフェース【こ対応している磯器と接統す 
る（^82ぺージ)。背面から見て左から順にコネ 
クタ1、コネクタ2と割り当てられている （^82 
ぺージ） 
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装置内部 


(9) 





(5) 


(1) 電源ユニット 

(2) ダクト カバー 

(3) フ□ントフアンユニット（標準装備） 

(4) 已 .2 已インチデバイスベイ （3 ス□ット） 
最大2台まで増設可能。 

(日） HDD ケージ用ス□ット 

HDD ケージ（オプション）を搭載巧能。 

(巨）3.已インチ八ードディスクケージ 
ハードディスクドライブ4台を搭載可能。 

(7) オプションフアン（オプション） 

(8) マザーボード 

(9) リアフアンユニット（標準装備） 












































































74 各部のを称と機能 



に 5) に 4)(1) に） （3) (4) 



(1) フ□ントを却フアンコネクタ 

(2) DIMM ソケット（上か 5 Slot 甘33、#32、 
#31 、林23、 #22、#21、#13、#12、 
#11、#41、#4吕、 #43) 

2枚1組単位で増設する（この単位を 「 Group 」 と 
呼ぶ)。 

(3) プ□セッヴ ー1 ソケット 

(4) プ□セッヴー吕ソケット 
(已）電源コネクタ 

(6) 電源コネクタ 

(7) 電源信号コネクタ 

(8) を却フアンコネクタ（オプションの冗長 
フアン使用時）/水;ちポンプコネクタ 
(137 ぺージ参照） 

(日）を却フアン信号コネクタ（オプションの冗 
長フアン使用時） 

(10) フ□ント USB コネクタ 

(11) フ□ントパネルインタフェースコネクタ 

(12) SAS 2 コネクタ 

(13) SAS 1 コネクタ 

(14) CMOS クリア用ジャンパスイッチ (182 
ページ参照） 

( 1已）パスワードクリア用ジャン f スイッチ 
(1 S 2 ぺージ参照） 

(1 巨） IDE コネクタ （ DVD - ROM ドライブ用） 

(17) リチウム電池 

(18) ヴイドカバーセンサコネクタ 


(1 日） PCI ボードス□ット（日ス□ット、下か6 
PCI #1 一 PCI #2 一 PCI #3 一 PCI #4 一 
PCI # 己） 

PCI #1: 64- bit /100 MHz 

PCI #2: 32- bit /33 MH 2 

PCIe #3 〜#己： x 8 

(20) リア;ち却フアンコネクタ 

(2 1 ) シリアルポート曰コネクタ 

(22) 電源コネクタ 

(23) 外音階続コネクタ （72 ベージ参照） 

(24) 水をユニットコネクタ （137 ぺージ参照) 
(2 已)水をユニットコネクタ （137 ぺージ参照) 
(26) 水をユニットコネクタ （137 ぺージ参照) 


* ここでは本装置のアップグレードや保守（部 
品交換など）の際に使用するコネクタのみあ 
げています。その他のコネクタや部品につい 
ては出荷時のままお使いください。 
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ランプ表巧 


本装置のランプの表示とその意巧は次のとおりでず。 

LAN アクセスランプ 

本装置が LAN に接続されているときに緑色に点灯し、 LAN を介してアクセスされているとき 
(パケットのち受信を斤っているとき）に点滅します。アイコンの隣にある数字は背面のネッ 
トワークポートの番号を示しまず。 


STATUS ランプ 

本装置が正常に動作している聞は STATUS ランプは緑色に点灯します。 STATUS ランプが消 
なしているときや、アンバー色に点灯/点滅しているときは本装置になん6かの異常が起きた 
ことを示します。 

次に STATUS ランプの表示の状態とその意巧、対処方法を示します。 



• ESMPRO またはオフライン巧守ユーティリティをインストールしておく 
とエラーログを参照することで故障の原因を巧認することができます。 

• ぃったん電源を OFF にして再起動するときに、 0 S からシャットダウン 
化理ができる場合はシャットダウン処理をして再起動してくださぃ。 
シャットダウン処理ができなぃ場合はリセット、強ま Ij 電源 OFF をするか 
(181 ぺージ参照）、一度電源コードをホき差しして再起動させてくださ 

い。 


STATUS ランプの 
状態 

意味 

巧処方法 

緑色に点な 

正常に動作していまず。 

— 

緑色に点滅 

メモリか CPU のいずれかが縮退した 
状態で動作しています。 

己の S セットアップユーティリティ 
「 SETUP 」 を使って縮退しているデ 
パイスを磕認後、早急に交換ずるこ 
とをお勧めします。 

メモリ1ビットエラーが多発してい 
まず。 

消な 

電ミ原が OFF になっている。 

電源を ON じしてください。 

POST 中である。 

しばらくお待ちください。 POST を 
完了後、しばらくずると緑色に点财 
します。 

CPU でエラーが発生した。 
( Thermal - Trip ) 

いったん電源を OFF じして、電源を 
ON じし直してください。 POST の画 
面で何らかのエラーメッセージが表 

W された場合は、メッセージを記歸 
して保守サービス会社に連絡してく 
た’さい。 

CPU 温度の異常を検化した。 

ウォッチドッグタイマタイムアウト 
が発生した。 

CPU パスエラーが発生した。 

メモリダンプリクエスト中。 

ダンプを採取し終わるまでお待ちく 
た’さい。 
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S 下 ATUS ランプの 
が 態 

意味 

巧処方法 

アンバー色に点财 

温度異常を模化した。 

内部のファンにホコリやチリがが着 
していないかどうか確認してくださ 
し、また、ファンユニットが磕実に 
接続されていることを磕認してくピ 
さい。 

それでも表示が変わらない場合は、 
保守サービス会社に連絡してくださ 
い。 


電圧異常を模化した。 

保守サービス会社に連絡して<ださ 


ずべての電源ユニットが故障した。 

い。 

アンバー色に点滅 

冗長構成の電源でどち5か一方の電 
源ユニットに AC 電源が供給されてい 
ないか、どちらか一方の電源ユニッ 
卜の故障を模化した。 

電源コードを接統して、電源を供給 
してください。電源ユニットが故障 
している場合は、保守サービス会社 
に連絡してください。 


ファンアラームを模化した。 

ファンユニットが確実に接続されて 
いるか確認してください。それでも 
表示がかわらない場合は、保守サー 
ビス会社連絡してください。 


温度警告を模化した。 

内部ファンじホコリやチリが付着し 
ていないかどうか確認してくださ 
し、また、ファンユニットが磕実に 
接統されていることを磕認してくピ 
さい。 

それでも表示が変わ6ない場合は、 
保守サービス会社に連絡してくださ 
い。 


電圧警告を模化した。 

保守サービス会社に連絡してくださ 
い。 


POWER/SLEEP ランプ 

本装置の電源が ON の聞、ランプが緑色に点灯しています。電源が本装置に供給されていない 
と POWER / SLEEP ランプが消なします。 

省電カ モー ドをサポートしている 0 S で、本装置を省電カ モー ドに切り替えるとランプが緑色 
じ点滅します。 POWER スイッチを押ずと、通常の状態に戻ります。 

省電カモードは Windows Server 2003の場合に機能します。また、 OS じよっては一を時聞 ]: J 
上、本装置を操作しないと自動的に省電カモードに切り替わるよう設定したり、 OS のコマン 
ドによって省電カモードに切り替えたりすることもできます。 
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DISK ACCESS ランプ 

aSK ACCESS ランプは 3.5 インチ八ードディスクドライプベイに取り付け 6 れている八ード 
ディスクドライブの状態を示します。 

八ードディスクドライブにアクセスするたびにランプは緑色に点なします。 

D に K ACCESS ランプがアンバーをに点灯している場合は、八ードディスクドライブに障きが 
起きたことを示します。故障した八ードディスクドライブの状態はそれぞれの八ードディスク 
ドライブにあるランプで殖認できます。 

aSK ACCESS ランプが緑色とアンバー色に交互に点滅している場合またはアンバー色に点 
滅している場合は、内蔵のディスクアレイコント□-ラに接続されている八ードディスクドラ 
イブのリビルド（再構築）が行われていることを示します。 


アクセスランプ 

DVD-ROM ドライブのアクセスランプは、それぞれにセツトされているディスクや CD-ROM 
にアクセスしているときに点なします。 


J \- ドディスクドライブのランプ 

3 .己インチ八ードディスクドライブベイに搭 
載している D に K ランプは表示状態によって 
意巧が異なります。 

• 緑色に点な 

八ードディスクドライブに電源が供給 
されていることを示します。 

• 緑色に点滅 

八ードディスクドライブにアクセスし 
ていることを示します。 

• アンバー色に点な 

ディスクアレイを構成しているときに 
取りがけている八ードディスクドライ 
ブが故障していることを示します。 




ディスクアレイ （ RAID 1、 RAIDS 、 RAID 10) を構成している場合は、 1 台の 
ハードディスクドライブが故障しても運用を続けることができますが早急に 
ハードディスクドライブを巧換して、再構築（リビルド）を巧うことをお勧め 
します（ディスクの交換はホットスワップで行えます）。 
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• 緑色とアンパー色に交互に点滅 

八ードディスクドライブの再構築（リビルド）中であることを示します（巧障ではあり 
ません)。ディスクアレイ構成で、故障した八ードディスクドライブを交換すると自動的 
にデータのリビルドを行います（オートリビルド機能）。リビルド中はランプが緑色とア 
ンバー色に交互に点灯します。 

リビルドを終了ずるとランプは消灯します。リビルドに失敗するとランプげアンバー色 
に点なします。 


"~〇 U ビルド中に本装置の電源を OFF にずると、 U ビルドは中断されまず。再起動 
してか 5 A - ドディスクドライブをホットスワップで取り付け直してリビル 
ドをやり直してください。ただし、才ート U ビルド機能を使用ずるときは;欠の 
を意事項を守ってください。 

• 電源を OFF にしないでください（いったん電源を OFF にずると才ート U 
ビルドは起動しまだん)。 

• A - ドディスクドライプの取り列し/取り付けの間隔は90巧な上あけ 
てください。 

• 他に U ビルド中の A - ドディスクドライプび存在ずる場合は、 A - ド 
ディスクドライプの交換は行わないで<ださい。 


電源ユニットのランプ 

電源ユニットにあるランプは、電源の供給状態を示すランプでず。 



POWER ランプ 

POWER FAIL ランプ 



オプションの電源ユニットを搭載している場合は、1台の電源ユニットが故障 
しても、残りの電源ユニットで運用を続けることができます（冗長機能）。ま 
た、故障した電源ユニットはシステムを停止することなく、電源 ON のまま交 
換（ホットスワップ）できます。 


POWER ランプ 

電源コードを接続して本装置に AC 電源が供給 （AC ON ) されると緑色に点滅しまず 。 POWER 
スイ、ソチを押して電源を ON のが態にずる (DC ON ) と点灯しまず。 


POWER FAIL ランプ 


何らかの異常（過電流や過電圧、ファンの故障など）が発生するとアンバー色に点灯します。 
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LAN コネクタのランプ 

背面にある3つの LAN ポート（コネクタ）に 
はそれぞれ2つのランプがあります。 

• UNK / ACT ランプ 

本体標準装備のネットワークポートの 
状態を表示します。本体と八ブに電力 
が供給されていて、かつ正常に接続さ 
れている圍> 緑色に点灯します ( LINK )。 

ネットワークポートが送受信を行って 
いるときに緑をに点滅しまず ( ACT ) 。 

L I N K 状態なのにランプが点灯しない場 
合は、ネットワークケーブルの状態や 
ケーブルの接続状態を確認して<ださ 
し、それでもランプが点灯しない場合 
は，ネットワーク ( LAN ) コント□-ラが 
巧障している場合があります。お買い 
ホめの目反売店、または保守サービス会 
社に連絡してください。 

• Speed ランプ 

このランプは、ネットワークポートの通信モードがどのネットワークインタフエースで 
動作されているかを示します。 

- 通常の運用で使用される2つの LAN ポートは、100她 ASE - T と100 BASE - TX 、 
10 BASE - T をサポートしています。アンバー色に点灯しているときは、 

100祀 ASE - T で動作されていることを示します。緑色に点なしているときは、 

100 BASE - TX で動作されていることを示します。消财しているときは、 10 BASE - 
T で動作されていることを示します。 


標準 LAN 
ポート1 


Speed ランプ 


LINK/ACT 
ランプ 

標準 LAN 
ポート2 

Speed ランプ 


LINK/ACT 
ランプ 

Management 
LAN ポート 


LINK/ACT 

ランプ 



Speed ランプ 


- 管理用として使用される LAN ポートは、100 BASE - TX と 10 BASE - T をサポートし 
ています。アンバー色に点灯しているときは、 100 BASE - TX で動作されているこ 
とを示します。消好しているときは、 10 BASE - T で動作されていることを示しま 
す。 


LAN ポート番号は、 OS の種類によりアイコン表示と OS 上の表示が異なる場 
P 事司 合びありまず。 
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設置と接続 


本装置の設置と接続について説明します。 


本体の設置にふさわしい場所は次のとおりです。 


な下の条件を巧たした場所 


<面巧ち> 

<巧止時> 

} ま巧涵度：10它〜3己た 

已で〜4日で* 

1 湿度： 吕0%〜日0% 

10%〜日□% 

温度巧面：±1□で/時 

±1已で/時 

[ 気圧： 74g~1040hpa 

749〜1040 hpa 


室巧温度1已で〜2己での@囲を 
巧てる場巧での巧巧をお a めしまず。 


マウスやデイスブレイ 

/ 


装 B のケーブルび届く 

// 

AC100V、 平巧 

ち巧 

/ 

二径アース巧きの 
コンセント 



フ□ントドアを亮をに開けることができる 
スぺースのある場所。（フ□ントドアは寅を 
に開けるとち拥面か6約35ミリとびだします。） 


設置場所がままったら、3人 iU 上で本装置の底面をしっかりと持って、設置場所にゆっ< りと 
静かに置いてください。 


装苗の前をに15日 mm 
U 上のスぺースぴとれる 
項巧 



• 装置前面のフ□ントドアを持って、持ち上げないでください。フ□ント 
ドアが夕+れて落下し、装置を破損してしまいまず。 

• スタビライザを開いて設置場所に固定してください。 

• 持ち運びの際に電源モジュールにある八ンドルを持たないでください。 


A 注意 


装置を安をにお使いいただくために次のま意事項を必ずお守りください。义傷やけが 


などを負ラおそれや物の損害を負ラおそれがありまず。詳しくは、 iN ページむ降の説 
明をご覧ください。 

Q 

• 2人 1 U 下で持ち上げない 

• 指定 ly がの場所に設置しない 

• 腐食性ガスの存在ずる環境で使用しない 
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次に示ず条件に当てはまるような場所じは、設置しないでください。これらの場所に本装置を 
設置ずると、誤動作の原因となります。 



強い振動の発生ずる場所。 


腐食性ガス（塩化ナトリウムや二酸化硫黄， 
硫化?):素、二酸化窒素、塩素、アンモニア、 
オソンなど）の発生ずる塌所。また、ほこ 
り中に腐食を促進ずる成か（硫黄など）や 
導電性の金属などが含まれている場所。 




本装置の電源コードを他の接地 
線（特に大電力を消費する装置 
など）と共用しているコンセン 
卜に接続しなければな6ない場 
戸斤。 



強い磁界を発生させるもの（テ 
レビ、ラジオ、放送/通信巧ア 
ンテナ、送電線、電磁クレーン 
など）の近<。 


電源ノイズ（商巧電源をリレー 
などで ON / OFF する場合の接点 
スパークなど）を発生する装置 
の近くには設置しないでくださ 
い。（電源ノイズを発生する装置 
のおくに設置するときは電源配 
線の分離やノイズフィルタの取 
り付けなどを保守サービス会社 
に連絡して行ってください。） 






















































82 設置と接続 



本装置と周辺装置を接続します。本装置には、さまざまな周辺装置と接続できるコネクタが用 
意されています。次の國は本装置が標準の状態で接続できる周辺機器とそのコネクタの位置を 
示します。周迅装置を接続してか6添付の電源コードを本体に接続し、電源プラグをコンセン 
卜につなげまず。 



A A 



装置を安をにお使いいただくために次のま意事項を必ずお守りください。人が死こず 
る、または重傷を負ラおそれがありまず。詳しくは、 iN ページ jy 降の説明をご覧くだ 
さい。 

• めれた手で電源プラグを持たない 

• アース線をガス管につながない 


A ミち意 


装置を安をにお使いいただくために次のま意事項を必ずお守りください。义傷やけが 
などを負ラおそれや物の損害を負ラおそれがありまず。詳しくは、 iN ページむ降の説 
明をご覧ください。 


• 

指定 W がのコンセントに差し込まない 

^\ A \ 

• 

• 

たこ足配線にしない 
中途半端に差し込まない 

• 

指定むがの電源コードを使わない 


• 

プラグを差し込んだままインタフ王ースケーブルの取り付けや取りがしをしな 
い 

指定 W がのインタフ王ースケーブルを使用しない 


• 
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USB 機器 



本体前面 


マウス 


最禮に添付の電源コードを 
コンセントじ接渝する。 
UPS に接渝する塌合は次 
ページを参照。 



専用回線への直接接続は不可 
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wO • 本装置、および接続ずる周辺機器の電源を OFF にしてか6接続してくだ 
国是 さい。 ON の状態のまま接続すると誤動作や故障の原因となりまず。 

• NECiy が（サードパーティ）の周辺機器およびインタフェースケープル 
を接続ずる場合は、お買い求めの販売店でそれ 5 の装置を使用でさるこ 
とをあ 5 かじめ確 IS してください。サードパーティの装置の中には使用 
でさないちのちありまず。 

• SCSI 機器の接続は、ケープルの全長が 3 m む巧になるよラにしてくださ 
い。 

• 添付のキーボード、マウスはコネクタ部分の 「 A 」 マークをちに向けて 
差し込んでください。 

• ダイヤルアップ経巧のエクスプレス通報サービスを利巧ずる際に使用ず 
るモデムについては、 NEC フィールディングにご相談ください。 

• シリアルポートコネクタには専用回線を直接接続ずることはできませ 
ん/。 

• 回線に接続ずる場ちは、認定機関に申請済みのボードを使用してぐださい。 


本装置の電源コードを無停電電源装置 （ UPS ) に接続する場合は、 UPS の背面じある化カコ 
ンセントに接続します。詳しくは UPSI こ添付の説明書をご覧ください。 

<例> 



ご使巧樹こパ、ソテリ接続コネ 
ククを接続してください。 
移設等で移動する隙は外して 
<ださい。 


本装置の電源コードを UPS 1 こ接続している場合は、 UPS からの電源供給と連動（リンク）さ 
せるために本体の BIOS の設定を変更してください。 

BIOS の 「 Server 」 一 「 AC - LINK 」 を選択すると表示されるパラ^ータを切り替えることで設 
定することができます。詳しくは174ページを参照してください。 
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基本的な操作 


基本的な操作のち法じついて説おします。 


フ□ントドアの開閉 


本装置の電源の ON / OFF や DVD - ROM ドライブ、 5.25 インチデバイスを取りあうとき， 3.5 イ 
ンチ八ードディスクドライプベイへの八ードディスクドライブの取り付け/取りかしを巧う 
ときはフ□ントドアを開きます。 


• フ□ントドアは、添付のセキユリティキーでロックを解除しないと開け 
ることびでさまだん。 

• ソフトウエアには DVD - ROM ドライブのトレーや日.2已インチデバイス 
ベイに取り付けているデバイスにセットしているメディアをイジエクト 
させるコマンドを持つものびありまず。この場合、フ□ントドアび開い 
ていることを確認してか6コマンドを実行してください。フ□ントドア 
を閉じたままコマンドを実行ずると、フ□ントドアに DVD - ROM ドライ 
プのトレーや已.吕已インチデバイスのメディアがぶつかり、装置を巧障 
させることびありまず。 


キース□、ソトに添付のセキュリティキーを差し込み、キーを回して□ックを解除してか6、フ 
□ントドア左上部の取っ手を軽く持って手前に引くと開きます。フ□ントドアを閉じた後は、 
セキュリティのためじもキーで□ツクしてください。 


フ□ントドアを開ける際は、ち上部の取っ手にツメを引っかけて開けないよう 
Bto お願いしまず。フ□ントドアび開けづ5い場合は、ち上部とち下部をそれぞれ 
手で持って手前に引いてください。 
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電源の ON 


本装置の電源は前面にある POWER スイ、ソチを押すと ON の状態じなります。 
次の順唐で電源を ON にします。 


1 . ディスプレイ装置および本装置に接続している周辺機器の電源を ON にずる。 

^ 無停電電源装置 ( UPS ) などの電源お御装置に電源コードを巧続している場合 
反三巧！ は> 電源制御装置の電源が ON になっていることをお認してください。 


2. 本装置前面にある POWER スイツ 
チを巧ず。 

POWER / SLEEP ランプが緑色に 
点なし、しばらくするとディスプ 
レイ装置の画面には文字が表示さ 
れます。 



ランプ 


• AC インレットに電源コードを接続したを、 POWER スイッチを巧ずま 

置3 で30巧む上の時間をあけてください。 

• モニタ画面に何6かの文字びき示されるまでは電源を OFF にしないでく 
ださい。 


で字を表示している聞、自己診断プ□グラム ( POST ) を実行して八ードウエアの 
診断をしまず。詳しくはこの後の 「 POST のチェック」をご覧ください。 POST を完 
了すると 0 S が起動します。 


^ POST 中にま常が見つかると POST を中断し，エラーメッセージを表示します。 
医云巧] 89 ページを参照してください。 
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POST (Power On Self - Test ) は、マザーボード抑こ記録されている自己診断機能です。 
POST は本体の電源を ON にすると自動のに実行され、マザーボード、 ECC メモリモジュール、 
CPU モジュール、キーボード、マウスなどをチェックします。 また、 POST の実行中に各種の 
B の S セットアップユーティリティの起動メッセージなども表示します。 

化荷時の設定では POST を実行している園、ディスプレイ装置 
には 「 NEC 」□ ゴが表示されます。レ Esc > キーを押すと 、 POST 
のま行内容が表示されます。） 





BIOS のメニューで < Esc > キーを押さなくても、はじめから POST の診断内容を 
表示させることができます。 「 BIOS の コン フイグレーシ ヨン」 の rAdvanced 
(163 ぺージ）」メ ニューにある rBoot-time Diag Screen ] の設をを 「 Enabled 」 
に切り替えてください。 


POST の実行内容は常に殖認するあ、要はありません。次の場合に POST 中に表示されるメッ 
セージをお認してください。 

• 導人時 

• 「故障かな？」と思ったとき 

• 電源 ON か 60 S の起動の聞に何度もビープ音がしたとき 

• ディスプレイ装置になん6かのエラーメッセージが表示されたとき 

POST の流れ 

次に POST で実行される内容を順を追って説おします。 


• POST の実行中は、不巧意なキー入力やマウスの操作をしないよラにし 

P 動 てください。 

• システムの構成によっては、ディスプレイの画面に 「Press Any Key」 
とキー入力を要求ずるメッセージを表示ずる場合もありまず。これは取 
り付けたオプションのボードの团 0S び要求しているためのちのでず。 
オプションの説明書にある説明を確認してか5阳Iかキーを巧してくださ 
い。 

• オプションの PCI ボードの取り付け/取り巧し/取り付けているス□ット 
の変更をしてか6電源を ON にずると、 POST の実行中に取り付けた 
ボードの宿成に誤りびあることを示ずメッセージを表示して POST を 
いったん停止ずることびありまず。 

この場合は <F レキーを巧して POST を継続させてくださし、ポードの構 
成についての変更/設定は、この;封こ説巧ずるユーティリティを使って設 
定できまず。 


1. 電源 ON 後、 POST が起動し、メモ U チェックを始めます。ディスプレイ装置の画 
面左上に基本メモ1」と拡張メモ U のサイズをカウントしているメッセージが表示さ 
れます。本体に搭載されているメモ1」の量によっては、メモ U チェックが完了ずる 
までに数分かかる場合もあります。同様に再起動 （ U ブート）した場合など、画面 
に表示をするのに約1分程の時間がかかる場合がありまず。 
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2. メモ U チェックを終了すると、いくつかのメッセージが表示されます。これ己は搭 
載している CPU や接続しているキーボード、マウスなどを検出したことを知5せ 
るメッセージです。 

3. しば S くずると、マヴーボード上のネットワークコント□-ラに関ずる設定をする 
ユーティ U ティの起動メニューが2回（搭載している LAN コント□-ラ分）表おさ 
れますが、特に起動して設定を変更する必要はありません。 

4. 本体に内蔵の SAS コント□—ラを検出し 、 SAS BIOS セットアップユーティ U 
ティの起動を促ずメッセージが表示されます（そのまま何も入力せずにいると数秒 
後に POST を自動的に続けまず)。 

Press CtrL-C to start し SI し ogic し onfigura1 1 on 
U t i L i t y .... 

ここで < Ctrl > キーと < C > キーを押すとユーティリティが起動します。設定ちまやパラ 
メークの機能については、153ぺージを参照してください。 

ユーティリティを終了すると、自動的じもう一度はじめから POST を実行します。 

5. 接続している SAS 機器が使用している SAS ID 番号などを画面に表示しまず。 

6. しば S くすると、マヴーボードにある团 0 S セットアップユーティ U ティ 
「 SETUP 」 の起動を促すメッセージが画面左下に表示されまず。 

Press < F 2> to enter SETUP 

使用ずる環境にあった設定に変更するときじ起動してください。エラーメッセージ 
を伴った上記のメ、ソセージが表示された場合を除き、届常では特に起動して設をを 
変更ずる'必要はありません（そのまま何も入力せずじいると数秒後に POST を自動 
的に続けます)。 

SETUP を起動するときは、メッセージが表示されている闇に < F 2> キーを押しまず。 
設定方法やパラメータの機能じついては、153ページを参照してください。 

SETUP を終了すると、自動的にもう一度はじめか 6 P 0 ST を実行します。 

本体の PCI バスに複数の SCSI コント□-ラボードを搭載しているときは、オンボー 
ド SAS 一 PCI バス番号の PCI #3 ^PCI #1 一 PCI #5 ^PCI #4 ^PCI #2 の順で搭載し 
ているボードの B の S セットアップユーティリティの起動メッセージを表示します。 

スオプションボードのディスクアレイコント□-ラを搭載している場合は、ディスク 
アレイ BIOS セットアップユーティ1」ティの起動を促すメッセージが表示されます 
(搭載したボードによって起動メッセージや操作が異なる場合がありまず）。設定方 
まやパラメータの機能については、ボードに添付の説明書を参照してください。そ 
のまま何を入力せずにし巧と数砂衡こ POST を自動的に続けます。 
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8. BIOS セットアップユーティリティ 「 SETUP 」 でバスワードの設定をずると、 
POST が正常に終了した後に、バスワードを入力する画面が表示されます。 

パスワードの入力は、3回まで行えまず。3回とも人力を誤るとシステムを起動でき 
なくなります。この場合は、本体の電源を OFF にしてか6、が)10秒上時闇をあけ 
て ON にして起動し直してください。 

W-0 OS をインスIルずるまではパスワードを設定しないでください。 


9. POST を終了すると OS を起動します。 


POST のエラーメッセージ 

POST 中にエラーを検化するとディスプレイ装置の画面にエラーメッセージを表示します。 
また、エラーの内容によってはビープ音でエラーが起きたことを通®します。エラーメッ 
セージとエラーを通知ずるビープ音のパターンの一覧や原因、その対処ち法については、「運 
用-保守編」を参照してください。 


な守ヴービス会社に連結ずるときはディスプレイの表示をメモしておいてく 
ださい。アラーム表示はな守を行5ときに有用な情報となりまず。 







90 基本的な操作 


電源の日 FF 


次の順唐で電源を 0 FF 1 こしまず。本体の電源コードを UPS に接続している場合は、 UPS じ添 
がの説巧書を参照するか、 UPS を制御しているアプリケーションの説明書を参照してくださ 
い。 

1. 0 S のシャットダウンをする。 

2. 使用されている 0 S によつては本体前面にある POWER スイッチを巧ず。 

P 0 WER / S 止 EP ランプが消好します。 

3. 周辺機器の電源を OFF にする。 




Windows Server のスタンバイ機能は使用できません。 

Windows のシャツトダウンにてスタンバイを設をしないでくださし、。 
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DVD - ROM ドライブ 


本体前面に DVD - ROM ドライブがありまず。 DVD - ROM ドライブは DVD-ROM (読み化しき用) 
や CD-ROM (読み化しき用のコンパクトディスク）のデータを読むための装置です。 DVD - 
ROM や CD - ROM はフ□、ソピーディスクと比較して、大量のデータを高まに読み化すことがで 
きます。 


A 注意 

A 

装置をを全にお使いいただくために次のま意事項を必ずお守りください。义傷やけが 
などを負ラおそれや物的損喜を負ラおそれがありまず。詳しくは、 Ni ページ ly 降の説 
明をご覧ください。 


• DVD-ROM ドライブのトレーを引を出したまま巧置しない 


ディスクのセツト/取り出し 

1. 本体の電源が ON ( POWER / SLEEP ランプ点な）になっていることを確認ずる。 


2. DVD - ROM ドライブ前面の才一 
プン/ク□-ズボタンを巧す。 

トレーが化てきます。 

3. ディスクので字が印刷されている 
面を上に向けてトレーの上に静か 
に確実に置く。 

4. オープン/ク□-ズボタンを巧す 
か、トレーの前面を軽<巧す。 

トレーは自動的にドライブ内に 
セツトされます。 





オープン/ク□ーズ 
ボタン 


ディスクのセット後、 DVD-ROM ドライブの駆動音び大走く聞こえるときは、 
BE 再度ディスクをセットし直してください。 
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ディスクの取り化しは、ディスクをセットす 
るときと同じようにオープン/ク□-ズボタ 
ンを押してトレーをイジェクトし、トレーか 
ら取り化します（アクセスランプがオレンジ 
をに点灯しているときは > ディスクにアクセ 
スしていることを示します。この聞、オープ 
ン/ク□ーズボタンは機能しません）。 

0 S によっては 0 S からトレーをイジェクト 
ずることわできまず。 

ディスクを取り化したらトレーを元に戻し 
てください。 



ディスクび取り出せない場合の手順 

オープン/ク□—ズボタンを押してもディスクを取り化せない場合は、次の手順に従って取り 
化します。 


1. POWER スイッチを巧して本体の電源を OFF ( POWER ランプ消口）にずる。 


2. 直径約 1.2 mm 、 長さ約100 mm 
の金属製のピン（太めのゼムク 
リップを引き伸ばして代用でき 
る）を DVD - ROM ドライブのフ 
□ントバネルにある強制イジェク 
トホールに差し込んで、トレーが 
出てくるまでゆっくりと巧す。 






• つま楊枝やプラスチックなど巧れやずいものを使用しないでください。 

• 上記の手順を行ってもディスクび取り出せない場合は、な守ヴービス会 
社に連結してください。 


3. トレーを持って引さ出ず。 

4. ディスクを取り出ず。 

已.トレーを巧して元に戻す。 
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ディスクの取り扱い 

セットするディスクは次の点じを意して取リキ及ってください。 

• 本装置は、 CD 規格に準拠しない「コピーガードがき CD 」 などのディスクにつきまして 
は、 CD 再生機器における再生の保証はいたしかねます。 

• ディスクを巧とさないでください。 

• ディスクの上にものを置いたり，曲げたりしないでください。 

• ディスクにラベルなどをお6ないでください。 

• 信号面（文字などが印刷されていない面）に手を触れないでください。 

• 文字の書かれている面を上にして，トレーにていねいに置いてください。 

• キズをつけたり、範筆やボールペンで文字などを直接ディスクに書き込まないでくださ 
い。 

• たばこの煙の当たるところには置かないでください。 

• 直射曰光の当たる場所や暖房器具のお< など温度の高< なる場所には置かないで< ださ 
い。 

• 指紋やほこりがついたときは、乾いた柔6かい布で、巧側か6外側に向けてゆっくり、 
ていねいじふいてください。 

• 清掃の隐は> 専用のクリーナをお使いください。レコード届のスプレー、クリーナ，ベ 
ンジン、シンナーなどは使わないでください。 

• 使用後は、専用の収納ケースに保管してください。 
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オプションの取り付け 

オプションデバイスの取り付け方法および注意事項について記載しています。 


W -0 • オプションの取り付け/取り列しはユーザー個人でも巧えまずが、この 

国当 場合の本体および部品の破損または運用した結果の影響についてはその 

責任を負いかねまずのでご了承ください。本装置について詳しく、専門 
的な知識を持った保守サービス会社の保守員に取り付け/取り列しを巧 
わせるよ5お動めしまず。 

• オプションおよびケーブルは醉社が指定ずる部品を使用してください。 
指定むがの部品を取り付けた結果起さた装置の誤動作または故障-破損 
についての修理は有料となりまず 

• ハードウエア構成を変更した場合も、おず EXPRESSBUILDER を使用 
してシステムをアップデートしてください （62 ページを参照)。 


安を上の注意 


安全に正しくオプションの取り付け/取り外しをするためじ次のを意事項をあず守ってくださ 
い。 



AA 
A® 
咳)載) 

處 

装置をを全にお使いいただくために次の注意事項を必ずお守りください。人が死こず 
る、または重傷を負ラおそれがありまず。詳しくは、 iN ページ W 降の説明をご覧くだ 
さい。 

• 自分で分解-修理-改造はしない 

• リチウムバッテリやニッケル水素バッテリを取りがさない 

• プラグを差し込んだまま取り扱わない 


A ミち意 

A A 

瓜 

Q 

装置をを全にお使いいただくために次のミち意事項を必ずお守りください。义傷やけが 
などを負ラおそれや物的損害を負ラおそれがありまず。詳しくは、 iN ページ jy 降の説 
明をご覧ください。 

• 高温ミち意 

• 中途半端に取り付けない 

• コネクタカバーを取り付けずに使用しない 
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静電気が策について 


本体内部の部品は静電気に弱い電子部品で構成されていまず。取りがけ' 取りかしの際は静電 
気による製品の S な障に十分を意して<ださい。 

• U ストストラップ（アームバンドや静電気防止手袋など）の着用 

リスト接地ストラップを手首に巻き付けて<ださい。手に入らない場合は部品を触る前 
に崖体の塗装されていない金属表面に触れて身体に蓄積された静電気を放電しまず。 

また、作業中は定期的に金属表面に触れて静電気を放電するようにして<ださい。 

• 作業場所の確認 

一静電気防止処理が施された床、またはコンクリートの上で作業を巧います。 

ーカーペットなど静電気の発生しやずい場所で作業を行う場合は、静電気防止処理を 
行った上で作業を行って < ださい。 

• 作業台の使用 

静電気防止マットの上に本体を置き、その上で作業を斤って<ださい。 

• 着巧 

ーウールや化学繊維でできた服を身につけて作業を行わないで<ださい。 

一静電気防止靴を履いて作業を行ってください。 

- 取り付け前に貴金属脂輪や腕輪、時計など）を外してください。 

• 部品の取り扱い 

一取り付ける部品は本体に組み込むまで静電気防止用の袋に入れておいてください。 
一を部品の縁の部分を持ち、端子や実装部品に触れないで<ださい。 

一部品を保管'運搬する場合は、静電気防止用の袋などじ入れて<ださい。 
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取0付け/取 D かし後のお認 


オプシヨンの増設や部品の取り外しをした後は、次の点について確認してください。 

• 取りがした部品を元どおりに取り付ける 

増設や取りかしの際に取りかした部品やケーブルは元どおりに取り付けて< ださい。取 
り付けを忘れたり、ケーブルを引き抜いたままにしておみなてると誤動作の原因となり 
ます。 

• 装置内部に部品やネジを置き忘れていないか確認ずる 

特にネジなどの導電性の部品を置き忘れていないことを殖認してください。導電性の部 
品がマザーボード上やケーブル端子部分に置かれたまま電源を ON にすると誤動作の原 
因とな U ます。 

• 装置内部のを却効果について確認ずる 

内部に函線したケーブルがち巧用の穴をふさいでいないことをお認してください。ち巧 
効果を失うと装置内部の温度の上昇じより誤動作を引き起こしまず。 

• ツールを使って動作の巧認をずる 

増設したデバイスじよっては、診断ユー ティ リ ティ や B の S セットアップユー ティ リ ティ 
などのツールを使って正しく取り付け6れていることを殖認しなければいけないものが 
ありまず。それぞれのデバイスの増設手順で詳しく説明しています。参照してください。 
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次の手順に従つて部品の取り付け/取り外しの準備をします。 

1. 0 S のシャットダウン処 I 里を行う。 

2. POWER スイッチを巧して本体の電源を OFF ( POWER / SLEEP ランプ消な）にす 
る。 

3. 電源コードをコンセントと本体の 
電源コネクタか6巧く。 


増設電源ユニットを搭載している 
場合は、増設電源ユニットに接続 
している電源コードも取りかして 
ください。 



4. 本体背面に接続しているケープル 
をずベて取りがす。 


已.本体の前後左ちおよび上部に1〜 2 m のスペースを確保する。 
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取り付け/取りかしの手順 


次の手順に従って部品の取り付け/取り外しをします。 


サイドカバー 

サイドカバーは本体内蔵デバイスやマザーボードにアクセスするときに取り外します。ち側の 
サイドカバーは取り外す虫、要はあリません。 


取り外し 

次の手順に従つてサイドカバーを取り外しまず。 



警告 


A\A\ 

處 


装置を安をにお使いいただくために次のま意事項を必ずお守りください。人が死こず 
る、または重傷を負ラおそれがありまず。詳しくは、 iN ページむ降の説明をご覧くだ 
さい。 

• プラグを差し込んだまま取り扱わない 


1 . 前ぺージを参照して準備をずる。 

2. ネジ2本をゆるめる。 

3. 装置後方に少し引いてか5取り外 
す。 

4. サイドカバーをしっかり持って取 
り外す。 
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取り付け 

サイドカバーは「取り外し」と逆の手順で取り付けることができまず。 

サイドカバーにあるフックが本体のフレームや巧1こお実に差し込まれていることを殖認して 
ください。 



オプシヨンの取り付け/取りかしび終った5、取り列したサイドカバーを確実 
に取り付けてください。を側のサイドカバーの取り付け状態はカバーセンサで 
監視されていまず。 
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CPU ダク トカバー 

CPU ダクトカバーは DIMM やプ□セ、ソサーの取り付け/取り外しをするときに取り外します。 


"-0 CPU ダクトカバーは必ず取り付けてください。カバーを列したげ態で運用ず 
置3 ると、装置内部の;ち却効果び低下し、システムを体のパフォーマンスに誇響ず 
るばかりでなく、高温による本体および搭載デバイスの故居の原因となりま 
ず。 


取り外し 

次の手順に従って CPU ダク ト カバーを取り外します。 

1. 日7ぺージを参照して準備をする。 

2. サイドカバーを取り外ず（目8ページ参照)。 

3. 本体のち側面が下になるよラにしてゆっくりとていねいに倒す。 

4. CPU ダクトカバーの左側を持ち、 

ち端のタブを解除して手前に引 
く。 

已. CPU ダクトカバーを本体か5取 
り夕'!■す。 


取り付け 



CPU ダクトカバーをまっすぐ装置内部へ差し込んでください。ケーブルやマザーボード上の 
部品に当たっていないことをお認しなが6差し込み，ち側のタブを本体のフレームにある巧に 
引っかけて固をしてください。 



フレーム 部分を 
本体のフックに 
差し込む 
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3.已インチ八ードディスクドライブ 

本体の前面じある 3.5 インチ八ードディスクドライブベイには、八ードディスクドライブを取 
り付けるス□、ソトを4つ用意しています。八ードディスクドライブは取り付け6れていません 
旧 TO (工場組み込み化荷を除く）。別途購入してください。 


• 醉社で指定していない八ードディスクドライプを使用しないでくださ 
し1。サードパーティのパードディスクドライプなどを取り付けると、 
A - ドディスクドライブだけでなく本体が故障ずるおそれびありまず。 
巧に示ずモデルをお買い巧めください。 

-1\1已1已0-199 (36.36已、1已 . OOOrpm 、 SAS ) 

- N 8150-200 (73. 吕 GB 、 1已 ,000 rpm 、 SAS ) 

-1\1已1已0-吕01 ( 146.已 G 己、1已 . ODOrpm 、 SAS ) 

• ディスクアレイの構鶏については、ディスクアレイコントローラに添付 
の説明書を参照してください。 


4つのス□、ソトじは約 25.4 mm (1 インチ）厚の八ードディスクドライブを取り付けることがで 
きまず 。 SAS PORT は下から PORTO 〜 P 0 RT 3 の固をで設をされています。 

化荷時の構成では、 3.5 インチ八ードディスクドライブベイのケーブルがマザーボード上の 
SAS コネクタに接続されています。 

ディスクアレイを構成ずる場合は、 3.5 インチ八ードディスクドライブベイのケーブルをディ 
スクアレイコント□ーラに接続します。増設ずる八ードディスクドライブの SCSI 規格は、同 
じ規格のもの设 AS ) を使用してください。 


3.5 インチ八ードディスクドライブベイの空きス□、ソトにはダミートレー(発泡スチ□—ル製) 
が取り付け6れていまず(一番下のス□、ソトを除く)。これは装置内部のを巧効まを高めるため 
のものです。八ードディスクドライブを搭載していないス□、ソトにはダミートレーを取り付け 
てください。 



ダミートレーは、本装置専用品を懐巧してください。 
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取り付け 

次に示す手順で八ードディスクドライブを取り付けます。その他のス□、ソトへの取り付けも同 
様の手順で行えまず。 





• A - ドディスクドライプは下のベイか5取り付けてください。 

• ディスクアレイを構成している場合は、同じパックを構成ずる A - ド 
ディスクドライプの容量などの仕様が同じちのを使巧してください。 



/、ードディスクドライブは、フロントドアを開けるだけで取り付け/取りかしを 
斤うことができます。またディスクアレイ構成では本体の電源が ON のままで 
も行えます。 


1. 日7ページを参照して準備をする（ディスクアレイ構成時を除く）。 

2. セキユ U ティキーでフ□ントドアの□ックを解除して、フ□ントドアを開く。 

3. A - ドディスクドライブを取り付けるス□ットを確認ずる。 


ス□、ソトは4つあります。また 、 SAS PORT はス□、ソトの位置でままっています（下 
か6順に SAS PORTO ~ PORT 3) 。 


4. 


夕‘ミートレーの取っ手を持ち、 
ミートレーを取り列■す。 



W -0 ダミートレーは大切に保置しておいてくださし、。 
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6 . 






• 八ンドルのフックがフレームに当たるまで巧し込んでください。 

• 八ードディスクドライブは両手でしっかりとていねいに持ってくださ 
し、。 


7. 八ンドルをゆっくりと押ず。 

「カチ、ソ」と音がして□、ソクされま 
す。 





























104 オプションの取りがけ 


w "0 八ンドルとトレーに指を挟まないようにま意してくださし、。 



八ンドルのフックがフレームに引っ掛かっていることを確認してください。 


8. 手順2で開いたドアを確実に閉じる。 


取り外し 

A - ドディスクドライブは次の手順で取り外ずことができます。 


J \- ドディスクドライブ巧のデータについて 

取り列した八ードディスクドライブに保巧されている大切なデータ（例 
えば顧客情報やを業の経理情報など）が第兰者へ漏洩ずることのないよ 
ラにお客様の責任において確実に処分してください。 

Windows の「ゴミ箱を空にずる J 操作やオペレーティングシステムの 
「フォーマット」コマンドでは見た目は消去されたよラに見えまずが、実 
際のデータはバードディスクドライブに書き込まれたままの状態にあり 
まず。完全に消去されていないデータは、特殊なソフトウェアにより復 
元され、予期せめ用途に転用されるおそれがありまず。 

このよラなトラプルを回避ずるために市販の消去用ソフトウェア（有償） 
またはヴービス（有償）を利用し、確実にデータを処分ずることを強く 
お勧めしまず。データの消去についての詳細は、お買い求めの販売店ま 
たは保守サービス会社にお問い合わせください。 





八ードディスクドライブが故障したためじディスクを取り外ず場合は、八ード 
ディスクドライプの DISK ランプがアンバー色に点灯しているス□、ソトをあら 
かじめ確認してくだきい。 



1. 97ページを参照して取り列しの準備をする（ディスクアレイ構成時を除く）。 

2. セキュリティキーでフ□ントドアの□ックを解除して、フ□ントドアを開く。 
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4. 八ンドルを引く。 



已.八ンドルと八ードディスクドライ 
プをしっかりと持って手前に引き 
出す。 

6. 八ードディスクドライブを取り外 
したまま本装置を使用する場合 
は、空いているス□ットにダ S — 
トレーを取り付ける。 

7. 手順2で開いたドアを確実に閉じ 
る。 



ディスクアレイ構成の場合、故障した八ードディスクドライブの交換後、交換したおしいディ 
スクに交換前までの情報を記録することにより、故障を起こす前の状態に戻すことのできる 
オートリビルド機能を使用することができます。 

オートリビルド機能は、 RAID 1、 または RAID 5 に設定されているディスクアレイで有効です。 

オートリビルドは、故障した八ードディスクドライブをホ、ソトスワップ（電源 ON の状態での 
ディスクの交換）するだけで自動的に巧われます。オートリビルドを行っている闇、八ード 
ディスクドライブにある D に K ランプが緑色とアンバー色に交互に点灯してオートリビルドを 
巧っていることを示します。 
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• オートリビルドに失敗ずると、八ードディスクドライブにある D 旧 K ラ 
ンプびアンパー色に点打しまず。もう一度ディスクの取り巧し/取り付 
けを巧ってオートリビルドを実巧してください。 

• ディスクアレイ監視ユーティリティをインストールしている場合は次の 
よラな表示や動作をずることがありまずが、オートリビルド終了後、 
才ートリビルドを巧った八ードディスクドライブの□に K ランプがアン 
バー色に点巧していなければ、オートリビルドは正常に行われていま 
ず。 

— 才ートリビルド中に fRebuild was canceledj と画面に表示さ 
れる。 

- 才ートリビルドをいったん終了して再開しているよラな動作をず 
る。 


オートリビルドを巧うときは、次のを意を守って<ださい。 

• 八ードディスクドライブが故障してから、オートリビルドを終了するまで装置の電源を 
OFF にしないでください。 

• 八ードディスクドライブの取り外し/取り付けは、90秒以上の闇隔をあけて行ってくだ 
さい。 

• 化にリビルド中の八ードディスクドライブがある場合は、八ードディスクドライブの交 
換を行わないでください（リビルド中は八ードディスクドライブにある D に K ランプが緑 
色とアンバー色に巧互に点好していまず)。 
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電源ユニット 

本体は電源 ユニッ トを増設して、2台の電源 ユニッ トで本装置を動作させていると、万一、電 
源 ユニット （1 台）が故障してもシステムを停止することなく運用することができます（冗長 
磯能)。 


取り付け 


次の手順に従って電源ユニットを取り付けます。 


1. 日7ぺージを参照して準備をする。 




電源ユニットはまっすぐに差し込んでください。差し込んでいるを中でななめ 
Bto にしたり、上下をちに力を加えたりずると、電源ユニットと内部の接続コネク 
夕を破損ずるおそれびありまず。 
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4. 電源コードに本）を接続する。 

標準で添付されていたわのと増設 
した電源ユニットじ添付されてい 
たコードを使います。コードを接 
続すると POWER ランプが点滅し 
ます。それぞれのランプが点滅し 
ない場合は、電源が正しく装置へ 
供給されていることを確認してく 
ださい。それでも点なしない場合 
または POWER FAIL ランプがア 
ンバーをに点なしている場合は， 

電源コードや電源ユニットの破 
損、または電源ユニットを搭載し 
ているパワーサプライベイの故障 
が考え6れます。保守サービス会 
社に連絡して保守を化精してくだ 
さい。 

已.本装置の電源を ON にずる。 

各電源ユニットの POWER ランプが点なします。 

6. 前面にある STATUS ランプや POST で電源 ユニッ トに関するエラー表おがないこ 
とを確認する。 

エラー表示の詳細については「電源ユニットのランプ」 （78 ページ）を参照してく 
ださい。 

また 、 POWER FAIL ランプが点灯している場合は、もう一度電源ユニットを取り付 
け直してください。それでも同じ表示が化たときは保守サービス会社に連絡してく 
ださい。 


POWER ランフ 



^ オプションの電源ユニットを増設した巧態で，電源コードを片方の電源ユニッ 
民ェック I 卜にしか巧統していないと、電源コードを接続していない方の電源ユニットに 
ある POWER STATUS ランプがアンノ'(-色に点なします。 


故障した電源ユニットの交換 

交換は電源ユニットが巧障したときのみ巧います。 


"~〇 正常に動作している 電源ユニッ トを取り巧•さないでください。 



本装置に2台の電源 ユニッ トが取り付けられていて、その内の1台が正常に動作 
している場合は、システム稼働中（電源 ON のが態）でも故障した電源 ユニッ 
卜を交換できます（々の手順2をとばしてください）。 


1 . 背面にある電源 ユニッ トのランプの表示 （POWER FAIL ランプがアンバー色に点 
な）で故障している電源 ユニッ トを確認する。 
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2. システムを終了し、本装置の電源を OF 円こする。 

3. 故障した電源ユニットか S 電源コードを巧く。 


4. 


已' 


電源 ユニッ ト の八ン ドルにあるレ 
バーを巧しなが6手前に引き、電 
源 ユニッ トを本体か6取り出ず。 

電源 ユニッ トを交換せず1台の電 
源 ユニッ トで運用する場合は、 
「取り付け」の手順2で取り外し 
たブランクカバーを取り付ける。 



装置内部の;ち却効果をな持ずるためにち電源ユニットを取り付けていないス 
□ットにはブランクカバーを取り付けてください。 


6. 「取り付け」の手順4〜白の手順を参照して電源 ユニッ トを取り付け、取り付けをの 
確認をする。 
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フアンユニット 

CPU やメモリ、 PCI デバイスをちがするためのファンです。本装置内部に最大で3台のファン 
ユニットを搭載することができます。（水ちキット搭載時は最大2台） 


フロントフアン 

(標準装備） 



取り付け 


1. 日7ぺージを参照して準備をする。 


2. サイドカバーを取り外ず（日8ぺージ参照)。 



一^ 取り付けの際にファンのケープルをマ ザ ーボー ド 側に通してください 
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取り付けづらい場合は、ファンユニットに搭載しているホットスワップファン 
をいったん取り外してから取り付けてください。ファンユニットの取り付け完 
了後にホットスワップファンを取り付けてください。 



4. フアンユニットのタプを本体内部 
のフレームにある巧に差し込み、 
フレームに向けて巧ず。 

□、ソキングタブで□ックされま 
す。 

已.フアンユニットのケーブル （2 
本）をマザーボード上のコネクタ 
に接続ずる。 

ESMPRO で正殖な管埋をするた 
め、接続を閨違えないでください。 


□ツキングタブ 
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6. 取り外した部品を取り付ける。 


取り外し 


1. 日7ぺージを参照して準備をする。 


2. サイドカバーを取り外ず（日8ぺージ参照)。 


3. マザーボードのコネクタか6ファ 
ン ユニツ トのコネクタを取りが 
す。 

4. □ツキングタブを巧して、□ツク 
を解除し、フアンを本体か S 取り 
出す。 


□ツキングタブ 



V ■ふ： 取りかしづらい場合は、ファンユニットに搭載しているホットスワップファン 
をいったん取りかしてくださし、。 



已.取り外した部品を取り付ける。 
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ホットスワップフアン（交換) 



警告 


/京\/!\ 

A 


装置をま全にお使いいただくために;夕のま意事項を必ずお守りください。人が死こず 
る、または重傷を負うおそれがありまず。詳しくは、 Ni ページ ly 降の説明をご覧くだ 
さい。 

• 巻を込みま意 

• 指定 W 外の部品に触6ない 


ファンユニットに搭載されているファンは電源が ON の状態のままでも交換ができるホットス 
ワップじ対応していまず。 





• 正常に動作しているフアンを取り列さないでください。 

• 本体標華装備のホットスワップフアンの交換は已分む巧で完了させてく 
ださい。 


フ□ントフアン 

(標準装備） 



1. ESMPR 日やイベント□グ、 POST のエラーメッセージを参照して故障している 
ファンの位置を確認ずる。 

2. サイドカバーを取り外す （98 ページ参照)。 
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4. 新しいホットスワップフアンを 
フアン ユニッ トに取り付ける。 

正しく取りがけ6れると「カチ、ソ」 
と音がして□ックされます。 

5. 取り外した部品を取り付ける。 
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HDD ヶージ 

本体の前面にある 3.5 インチ八ードディスクドライブベイに、オプションの HDD ケージを取り 
付けることじよって、標準で実装可能な4台の他に、最大4台の八ードディスクドライブを実 
装することができます。八ードディスクドライブは取り付け6れていません旧 TO (工場を且み 
込み化荷)を除く）。別途購人してください。 


• 醉社で指定していない八ードディスクドライプを使用しないでくださ 

国司 し1。サードパーティの A - ドディスクドライプなどを取り付けると、 

A - ドディスクドライブだけでなく本体び K 障ずるおそれびありまず。 
巧に示ずモデルをお買い巧めください。 

-1\1已1已0-199 (36.36已、1已 . OOOrpm 、 SAS ) 

-1\1已1已0-吕00 (73 .吕 G 曰、1已 , OOOrpm 、 SAS ) 

-1\1已1已0-吕01 ( 146.已 G 己、1已 . OOOrpm 、 SAS ) 

• ディスクアレイの構築については、ディスクアレイコントローラに添付 
の説明書を参照してください。 


HDD ケージの4つのス□、ソトには約 25.4 mm (1 インチ）厚の八ードディスクドライブを取り付 
けることができます 。 SAS PORT は下から PORTO ~ PORT 3 の固定で設定されています。 

オプションの HDD ケージを実装ずる場合には、 3.5 インチ八ードディスクドライブケージに添 
付のケーブルをマザーボード上の SAS コネクタに接続ずるあ要がありまず。 

ディスクアレイを構成する場合は、 3.5 インチ八ードディスクドライブベイのケーブルをディ 
スクアレイコント□ーラに接続します。増設ずる八ードディスクドライブの SCSI 規格は、同 
じ規格のもの ( SAS ) を使用してください。 


3.巳インチ八ードディスクドライブベイの空きス□、ソトにはダミートレー雜泡スチ□-ル製) 
が取り付け6れています(一番下のス□、ソトを除く)。これは装置内部のちが効まを高めるため 
のものです。八ードディスクドライブを搭載していないス□、ソトにはダミートレーを取り付け 
てください。 



ダミートレーは、本装置専用品を使巧して<ださい。 
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取り付け 


次に示す手順で HDD ケージを取り付けまず。 


1 . 

2 . 

3. 

4. 

日. 


97ページを参照して準備をずる。 

セキユリテイキーでフ□ントドアの□ックを解除して、フ□ントドアを開く。 
サイドカバーを取りがず。 

フアンユニットを取り外す。 

HDD ケージにあるコネクタにケーブルを容易に接続ずるためにフアンユニットを 
取り外します。 

HDD ケージを装着するス□ットの夕’ミーカバーを外ず。 

ダミーカバーの固をネジ4本を外 
し、ダミーカバーを取り外しまず。 


1 . 

2 . 

3. 

4. 

日. 




ダミートレーは大切に保管しておいてくださし、。 


HDD ケージをス□ットに挿入ず 
る。 
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7. HDD ケージ背面のコネクタに各種ケーブルを接続する。 


HDD ケージの背面にある電源コ 
ネクタに本体の電源ケーブル ( P 8, 
P 9) を接続します。また、 HDD ケー 
ジの背面じある SAS 制御用コネク 
夕とマザーボードの SAS 制御用コ 
ネクタ ( SAS 2) とを SAS ケーブル 
で接続します。 



ち図を参照して、 LED カスケード 
ケーブルを接続しまず。 

標準 HDD ケージに接続されてい 
た LED ケーブルは増設 HDD ケージ 
に接続してください。 



黄色いケーブルがコネクタのち側に 
くるように接続してください。 


SAS 1 コネクタ 

標準搭載の HDD ケージ (PORTO 
- PORTS ) に接続されています。 

SAS 2 コネクタ 

増設用の HDD ケージ接続用コネ 
クタです。 
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8. HDD ケージを本体に固定ずる。 

固をネジ4本で HDD ケージを本体 
に固定します。 



9. 取り外した部品を取り付ける。 

10. 取り付けた装置に添付の説明書を参照してデバイスドライバのインストールをする。 


取り外し 

取り外しは、「取り付け」の逆を行ってください。 
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己.2已インチデバイス 



取り付け 


1. 日7ページを参照して準備をする。 

2. サイドカバーを取り外す （98 
ページ参照)。 

3. ダ5—カバーを固定しているネジ 
2本をがす。 

4. ダミーカバーを手前に静かに引き 
出す。 
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已.本装置に添付のレールをデバイス 
に添付のネジ （4 本）で已 .2 已イ 
ンチデバイスに固定する。 



"~〇 • 必ずデバイスに添付のネジを使巧してください。添付のネジより長いネ 

置 3 ジや径の異なるネジを使巧ずるとデバイスを破損ずるおそれびありま 

ず。 

• ダプル A イトのデバイスを取り付けるとをには本装置に添付されている 
DLT デバイスレール （ L 字型の大きい方のレール）を使用してください。 


6. マザーボードのコネクタか5フロ 
ントフアンユニットのコネクタを 
取り外す。 

ス □ッキングタブを巧して、□ック 
を解除し、フ□ントフアンユニツ 
卜を本体か S 取り出す。 


□ 'ソキングタブ 



8. デバイスベイにデバイスを静かに巧し込む。 


^ デパイスを押し込むときにケーブルをはさんでいないことを巧認して< ださ 

II エック] い。 


"~〇 ス□ットを吕つ使う已 .2 已インチデバイスが入りづ日い場封ホ、已.吕已インチデ 
■to バイスを少、し持ち上げるようにしてス□ットに入れてください。 
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9. 手順3で外したネジでデバイスを固定ずる。 




10. 取り付けた已 .2 已インチデバイスが、本体前面か5飛び出しすぎていないかどラか 
確認する。 

標準装備の DVD - ROM ドライブを目安に確認してください。 

11. 装置側面か S デバイスにインタフェースケーブルと電源ケーブルを接続する。 

詳しくは「ケーブル接続」を参照してください。 


コネクタのピンび曲びったり、確実に接続していなかったりずると、誤動作の 
原因となりまず。已 .2 已インチデバイスと各ケーブルコネクタを届なび651実 
に接続してください。 


ケープルをはさんでいないことをお認してください 

If エツ ク J 


オプションの SCSI コント 
□ーラの SCSI コネクタ 


5.25 インチデパイスペイの 
ス日ット2冲段）に取 y が 
けたデパイスへ 


未使巧 



5.25 インチデバイスベイの 
ス□ット3 (上段）に取り付 
けたデバイスへ 
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12. 取り外した部品を取り付ける。 





フ□ントファンユニットを取り付ける場合、ファンケープルを下図じ示ずよう 
(こマザーボード側へ通してください。 



13. SCSI 機器の場合は、 SCSI コント□ーラに添付の説明書を参照して SCSI BIOS の 
セットアップをする。 

14. 取り付けた装置に添付の説明書を参照してデバイスドライバのインストールをする。 


取り外し 


取り外しは、「取り付け」の逆を行ってください。 
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PCI EXPRESS (x8) 


-PCI ボードス□ッ ト材 5 
PCI ボードス□ット#4 
-戶 CI ボードス□ッ ト #3 


32-bit/33MHz [ PCI ボードス□ツト#2 , 
64-bit/lOOMHz I — PCI ポー ドス□ツト#1, 


[ 



マザーボード 


取り付け 

次の手順に従って PCI ボードス□、ソトに接続するボードの取り付けを巧います。 


I チェック I 


PCI ボード 

本装置じは、 PCI ボードを取り付けることのできるス□、ソトを5 つ 用意しています。 


，■〇 PCI ボードは静電気に弱い電子部品でず。装置の金属フレーム部分などに軸れ 
置3 て身体の静電気を逃がしてか5ボードを取り扱ってください。また、 PCI ボー 
ドの端子部分や部品を素手で触ったり、 PCI ボードを直接机の上に置いたりし 
ないでください。静電気に関ずる説明は日已ページで詳しく説明しています。 


PCI ボードを取り付けるときは、ボードの接続部の形状と PCI ボードス□ットの 
コネクタおがが合っていることを磕認してください。 


• PCI ス□ットに複数の PC 柿‘ードを取り付ける場合、內蔵 SCSI ケーブ 
ルを PCI ボードの間に通さないでください。 PCI ボード上のにや素子な 
どとケーブルび接觸し、 PCI ボードやケーブルが破損ずるおそれびあり 
まず。 

• 取り付けるボードによっては瞬のス□ットのコネクタキャップや、夕+付 
け SCSI コネクタを取り外してボードを取り付けなければな5ない場合 
がありまず。 

• PCI ボー ドス □ット #1には 3.3 V PCI ボー ドおよび ユニパーサル PCI 
ボー ドを取り付けることができまず。 

• PCI ボードス □ッ ト#2には已 V PCI ボードおよび ユニ パーサル PCI ボー 
ドを取り付けることびできまず。 
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オプションデバイスと取り付けス□ッ I 覧 

次の表のとおりです。 


型る 

製品名 


PCI-X 

#1 

PCI 

#2 

PCIe 

#3 

PCIe 

#4 

PCIe 

#已 

備考 

PCU □ット 
性能 

巨 4b は 
100 MHz 

32bit 

33MHz 

X 8 レー ン 

ス□ット 
サイズ 

Full Height 

PCI ボ-ド 
タイプ 

3.3V 

已V 

X 8 ソケット 

搭載耶识 
ボードサイズ 

□ング / シヨー ト 

N 8103 -95 

SCSI コント□ーラ 
C 64 bit /66 MHz PCI ) 

〇 

〇 

- 

- 

- 

内蔵 HDD 接続不可 

N 8103 -75 

SCSI コント□-ラ 
(64 bit /133 MHz PCI - X ) 

〇 

〇 

- 

- 

- 

内蔵 HDD 接続不可 

N 8 190- 126 

SCSI コント□ーラ 
(64 bit /133 MHz PCI - X ) 

〇 

〇 

- 

- 

- 

最大2おまで 
内戲 HDD 接続不可 
SATA ディスク 
アレイ装置接続巧 

N 8103 -104 

SAS コント□-ラ 
(PCI EXPRESS ( x 4)) 

- 

- 

〇 

〇 

〇 

最大2枚まで 

SAS ディスクアレイ 
装置接続専用。内蔵 
HDD の接統は不巧。 

N 8103 -10 巳 

ディスクアレイコント 
□-ラ(内蔵 SAS ) 

(PCI EXPRESS ( x 4)) 

- 

- 

〇 

〇 

〇 

最大1枚まで 。 HDD 
は最大4台まで。 

N 8 103-91 

ディスクアレイ 
コント□—ラ（内戲 
SAS ) (PCI EXPRESS 
( x 8)) 

- 

- 

〇 

〇 

〇 

最大け女まで 

N 8103 -90/80/81 
とあわせて最大3枚 
まで 

N 8103 -90 

ディスクアレイ 
コント□ーラ（外が 
SAS ) (PCI EXPRESS 
(側） 

- 

- 

〇 

〇 

〇 

最大3枚まで 
内顧 HDD 接続不可 

N 8103 -90/9 1/81と 
あわせて最大3枚まで 

N 8103 -99 

ディスクアレイ 
コント□ーラ （ Och ) 

(64 bit /133 MHz PCI - X ) 

〇 

- 

- 

- 

- 

最大1枚まで 

N 8103 -80 

ディスクアレイ 
コント□-ラ （ Ich ) 
(64 bit /66 MHz PCI ) 

〇 

〇 

- 

- 

- 

内蔵 HDD 接続不可 

N 8103 -90/9 1/80 
とあわせて最大3枚 
まで 

N 8103 -81 

ディスクアレイ 
コント□ーラに ch ) 

(64 bit /66 MHz PCI ) 

〇 

〇 

- 

- 

- 

内戲 HDD 接続不可 
N 8 103-90/9 1/80 
とあわせて最大3枚 
まで 

N 8 190- 120 

Fibre Channel 

コント□ーラ 

に Gbps / Optical ) 

(PCI EXPRESS Cxi )) 

〇 

〇 

- 

- 

- 


N 8 190- 127 

Fibre Channel 

コント□-ラ 

(4 Gbps / Optical ) 

(PCI EXPRESS ( x 4)) 

- 

- 

〇 

〇 

〇 


N 8190-131 

Fibre Channe ロント 
□-ラに ch ) 
(4 Gbps / Optical ) 

(PCI EXPRESS ( x 4)) 

- 

- 

〇 

〇 

〇 
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型ち 

製品さ 


PCI-X 

#1 

PCI 

#2 

PCIe 
林3 

PCIe 

#4 

PCIe 

#已 

備考 

PCI ス□ット 
性能 

64bit 
100 MHz 

32bit 

33MHz 

X 8 レー ン 

ス□ット 
ヴイズ 

Full Height 

PC 怖-ド 
タイプ 

3.3V 

已 V 

X 8 ソケット 

搭載巧能な 
ボー ドサイズ 

ロング/シヨート 

N 8104-111 

100 BASE-TX 
接続ボード 
(32 bit /33 MHz PCI ) 

〇 

〇 

- 

- 

- 

最大2枚まで 

N 8104 -119 

1000己 ASE-T 
接統ボード 
(64 bit /133 MHz PCI - 
X ) 

〇 

〇 

- 

- 

- 

N 8104 -1 じとの混 
ち不可 

N 8104 -12 日 

1000目 ASE - T に ch ) 
(64 bit /133 MHz PCI - 
X ) 

〇 

〇 

- 

- 

- 

N 8104 -1 にとの混 
ち不可 

N 8104 -114 

1000己 ASE-T 
接続ボード 
(PCI EXPRESSCxD ) 

- 

- 

〇 

〇 

〇 

N 8104 -114 同±の 
Tearning ( AFT/ALB 
柜当)は巧 
その他の N にとの 
TeamingCAFT/ALB 
柜当)は不可 

N 8104 -121 

1000己 ASE-T 
接続ボードに ch ) 

(PCI EXPRESS ( x 4)) 

- 

- 

〇 

〇 

〇 


N 8104-112 

1000己八 SE-SX 
接統ボード 

(64 bit /133 MHz PCI - X ) 

〇 

〇 

- 

- 

- 

最大2枚まで 

N 8104 -123 八 

10 BASE-SR 
接統ボード 
(PCI EXPRESSCx 4)) 

- 

- 

〇 

〇 

〇 

最大2枚まで 

N 8 104-94 

4 回線音声- FAX 処理 
ボード 1 

(32 bit /33 MHz PCI ) 

〇 

〇 

- 

- 

- 


N 8 104-95 

4回線音声処理ボード'^1 
(32 bit /33 MHz PCI ) 

〇 

〇 

- 

- 

- 


N 8104 -96 

12 回線対応音声処理 
ボード1 

(32 bit /33 MHz PCI ) 

〇 

- 

- 

- 

- 


N 8104-101 

高速回線ボード 
(32 bit /33 MHz PCI ) 

〇 

〇 

- 

- 

- 


N 8104 -102 

高速を回線ボード 
(32 bit /33 MHz PCI ) 

〇 

- 

- 

- 

- 


N 8 104-45 

グラフ ィッ クアクセラ 
レーク 

(32 bit /33 MHz PCI ) 

〇 

〇 

- 

- 

- 

最大1枚まで 
搭載時はリモートマ 
ネージメント拡張ラ 
イセンス使用不可 


〇搭載可能 一搭載不可 


*1: 5巧_^上実装する場合 （4 巧内の場合でち隣り合うス□、ソトた《^外に実装の場合）は CT バス接続ケーブル 
〔 K 410-1 09(00)〕が必須。（ボード添がのケーブル長は4ス□ット分） 


* 搭載巧能なボードの奥巧きサイズはシヨートサイズの場合173.1 mm まで、ロングサイズの場合 312 mm まで。 
半各カードの機能詳細についてはテクニカルガイドを参照してください。 

* 同ーバス巧に異なるカードを実装した塌合は低い方の周波数で動作します。 

* 製品をのカッコ内に記載されたカード性能とはカード自身が持つ最高動作性能です。 

* 本体 PCI ス□ットよりも PCI 力ードの方が動作性能が高い場合は、本体 PCI ス□、ソト性能で動作します。 



































12 巨 オプションの取り付け 


標準ネットワークについて 

標準ネットワーク（オンボード同±)で AFT / ALB の Teaming を組むことが巧能です。 干こだし、 
標準ネットワークとオプション LAN ボードで同一の AFT / ALB の Teaming を組むことはでき 
ません。 


取り付け 


1. 日7ぺージを参照して準備をずる。 

2. サイドカバーを取り外ず (98 ページ参照)。 


3. 取り付けるス□ットと同じ位置 
(高さ）にある増設ス□ットカ 
J '；：- とネジ1本を外して取りが 
す。 



取り列した増設ス□ットカバーは、大切にな管しておいてください。 


4. 部品面を下にしてマザーボード上のス□ットとボードの接続部分を合わせてゆつく 
り装置内へ差し込む。 



ロングカードの場合は，ボードのち端が本体フレームじあるガイドレールに 
医エック I 沿って差し込まれていることをお認してください。 
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已.ボードの接続部分がス□ットに確実に接続ずるよ5しっかりとボードを巧し込む。 

うまくボードを取り付け5れないとさは、ボードをいったん取り外してか5取 
BE り付け直してください。ボードに過度の力を加えるとポードを破損ずるおそれ 
がありまずのでを意してください。 

6. ボード左側を手順3で外したネジで固定する。 

7. 取り外した部品を取り付ける。 

8. 本装置の電源を ON にして POST でエラーメッセージが表示されていないことを確 
認ずる。 

エラーメッセージが表示された場合は、メッセージをメモした後、 「 POST 中のエ 
ラーメッセージ」但49ぺージ）のエラー^、ソセージー費を参照してください。 

9. 目 I 日 S セットアップユーティリティを起動して 「 Advanced 」 メニューの 「Reset 
Configuration DataJ ^ 「 Yes 」 にずる。 

八ードウエアの構成情報を更新ずるためです。詳しくは 「 Advanced 」（163 ぺージ) 
をご覧ください。 


取りがし 

ボードの取り外しは、取り付けの逆の手順を斤い、増設ス□、ソトカバーを取り付けてください。 
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ディスクアレイコント□ーラボード 

オプションの「ディスクアレイコント日ーラボード （ N 8103 -80/8 1/90/91)」は、データの 
信精性を向上させるために用意されたオプションの PCI ボードです。 



本体の マ ザーボードには、 RAID コントローラが搭載されています。 マ ザーボー 
ド上の RAID コントローラを使用した内蔵いードディスクドライブの RAID 構築 
については EXPRESSBUILDER にあるオンラインドキュメントを参照してく 
ださい。 


このボードを取り付けると、本装置の 3.5 インチデバイスベイの八ードディスクドライブや才 
プシヨンの D に K 増設ユニットの八ードディスクドライブを「ディスクアレイ構成」で使用す 
ることができます。 


ディスクアレイ 
コント□-ラの機能 

機能の概要 

レペル 

RAID 日、1、日、10、日0の各 RAID レベルをサポート 

ホットプラグ 

システムが稼働している状態で八ードディスクドライブなどのデバイスをな 
換することができます。 

オートリピルド 

巧障した八ードディスクドライプを巧品の八ードディスクドライプに交換し 
た後、残りの八ードディスクドライブのデータか6巧障した八ードディスク 
ドライブが持っていたデータを自動的に復元します。 

エキスパンド 
キャパシティ 

稼働中のシステムを停止ずることなく八ードディスクドライブの増設をずる 
ことじより、ディスクアレイの使用可能領域皆論理ドライブを自動的に拡張 
しまず。 


を意事項 

ディスクアレイを構築する上でを意していただきたい点について説明します。 

• ディスクアレイコント□ーラボードは大変静電気に弱い電子部品でず。本体の金属フ 
レーム部分などに触れて身体の静電気を逃がしてからディスクアレイコント□ーラボー 
ドを取り扱ってください。また、ディスクアレイコント□—ラボードの端す部分や部品 
を素手で触ったり、ディスクアレイコント□-ラボードを直接机の上に置いたりしない 
で<ださい。静電気に関する説 S 月は95ページで詳し<説巧しています。 

• ディスクアレイ構成に変更する場合や、 RAID を変更する場合は，八ードディスクドラ 
イブを初期化します。ディスクアレイとして使用する八ードディスクドライブに大切な 
データがある場合は、バックアップを別の八ードディスクドライブにとってからボード 
の取り付けやディスクアレイの構築を行ってください。 

• ディスクアレイを構築するには2台じ(上の八ードディスクドライブが'必要です。 

• ディスクアレイとして使用する八ードディスクドライブはパックごとにディスク回転递 
度と容量が同じ八ードディスクドライブを使用してください。 

• ボードを取り付け6れるス□、ソトについては124ぺージを参照してください。 

• ディスクアレイコント□ー ラボードは本装置内部に最大3枚まで取り付けることができ 
ます。 











ノ、ート•ウェア漏129 


• ディスクアレイコント□—ラボードを取り付けた本装置はディスクアレイ構成のさまざ 
まな RAID (Redundant Arrays of lnexpensive[lndependent] Disks) レベルを設定す 
ることができます。設定できる RAID やデータ転送递度、アレイ構成じついての詳細な 
説明は，添付の rEXPRESSBUILDERJ CD-ROM に格納されているオンラインドキュメ 
ント、またはディスクアレイコント□—ラに添付の説明書を参照してください。 

• ディスクアレイを構成ずると、ディスクの信頼性が向上するかわりにディスクアレイを 
構成する八ードディスクドライブの総容量に比べ、実際に使用できる容量がルさ<なり 
まず。 

• BIOS ユーティリティ 「SETUP」 の rAdvancedJ メニューの 「PCI Configuration」 で 
取り付けたス□、ソト番号の 「PCI Slot n Option ROM (n はス□、ソト番号）」を 
「Enabled」 にしてください。 

• ディスクアレイコント□-ラボードを交換する場合 

ディスクアレイの構成情報（コンフィグレーシヨン情報）をディスクアレイコント □- 
ラボードにリストアしてください。リストアはコンフィグレーシヨンユーティリティを 
使用します。詳しくは、ディスクアレイコント□ーラに添付の説明書を参照してくださ 
し、ただし、ディスクアレイコント□-ラを巧あした場合は、それぞれのユーティリティ 
を使って新規でコンフィグレーシヨン情報を作成してください。 

• 複数のディスクアレイコント□-ラボードを搭載する場合、起動させたいシステムディ 
スクが接続されるディスクアレイコント□-ラボードは下表に示す PCI ス□、ソト番号で 
起動優先順位が一番高いス□ットに搭載してください。例えば、2枚のディスクアレイ 
コント□ーラボードを PCI ス□、ソト#3〜#41こ搭載した場合、システムディスクは PCU 
□、ソト#3に搭載したボードに接続します。 


PCI ス□ッ ト 番号 

起動順位 

PCI ス□、ソ ト#5 

3 

PCI ス□ッ ト#4 

4 

PCI ス□、ソ ト#3 

1 

PCI ス□ツ ト#2 

己 

PCI ス□、ソ ト#1 

2 


內蔵ディスクをディスクアレイ構成にする場合 

RAID コント□-ラボードの取り付けの手順については、 「PCI ボード」 （123 ぺージ）および各 
RAID コント□-ラボードに添付の説明書を参照してください。 

インタフェースケーブルは RAID コント□-ラボードに添付のケーブルを使巧します。本体に 
取り付けられていたケーブルは取り外し後、大切に保管してください。接続の詳細については 
各 RAID コント□ーラボードに添付の説巧書を参照してください。 

取り付け後は、 RAID コント□-ラボードのディスクアレイ团 0S ユーティリティを使用して 
RAID の設定などをします。設定の詳細とその方法については、各 RAID コント□-ラボードじ 
添付の説明書を参照してください。 
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D 旧 K 増設ユニットをディスクアレイ構成にする場合 

N8141-36ADにK増設ユニ、ソトは八ードディスクドライブを最大14台取り付けることのでき 
るき用の置体（キャビネット）です。 SCSI ディスクアレイコント□-ラ （N 8103 -80/81) を 
取りがけた本装置は D に K 増設ユニットを最大4台まで接続できまず。 

N8141-37 D に K 増設ユニットは増設八ードディスクドライブを最大12台取り付けることの 
できるき用の崖体（キャビネット）です。 SCSI ディスクアレイコント□-ラ （N 8103 -90) を 
取りがけた本装置は D に K 増設ユニットを最大6台まで接続できます。 

のに K 増設屋体についての詳しい説巧じついては，「ケーブル接続」 （146 ぺージ）または D に K 
増設ユニットの説明書を参照してください)。 


"~〇 • D 旧 K 増設ユニットには、 A - ドディスクドライブが添付されていませ 

B 重 ん。別違購入してくたさい。 

• D 旧 K 増設ユニットに接続ずるためには、 D 旧 K 増設ユニットをタワータ 

イプ（ぺデス!ルタイプ）にしてください。タイプの変更にはオプ 
シヨンのコン■/ (- ジヨンキットび必要でず。 


N8141-36ADにK増設ュニ、ソトと接続するためには、次のいずれかのオプションケーブルが 
必要です。 

• K410-93(01) 増設崖体接続 SCSI ケーブル 

• K410-93(03) 増設置体接続 SCSI ケーブル 

• K410-93(06) 増設崖体接続 SCSI ケーブル 

N814 1-37 D に K 増設ユニットと接続ずるためには、次のいずれかのオプションケーブルがあ 
要です。 


• K410-137(01) 増設崖体接続 SAS ケーブル 

• K410-137(02) 増設置体接続 SAS ケーブル 

• K410-137(03) 増設崖体接続 SAS ケーブル 

D に K 増設ユニットを接続後、 SCSI ディスクアレイコント□-ラ（N81 03-80/81 /90)の「ディ 
スクアレイコンフィグレーシヨンユーティリティ」を使って、 D に K 増設ユニットに搭載した 
八ードディスクドライプをディスクアレイ構成に設定してください。設走の詳細とその方法に 
ついては、 SCSI ディスクアレイコント日ーラ （N 8103 -80/81/90) に添付の説明書を参照し 
てください。 

ディスクアレイ構成に設をすると、 SCSI ディスクアレイコント□-ラ （N 8103 -80/81/90) 
配下に接続されている八ードディスクドライブのうちのどれかが故障してデータが破壊され 
ても、 SCSI ディスクアレイコント□-ラ(N8 103-80/81/90) が持つ「オートリビルド」機 
能によってデータを復旧することができます（電源が ON のまま巧障した八ードディスクドラ 
イブを交換（ホットスワップ）してください)。 
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プ□セツヴー （ CPU ) 

標準装備の CPU (Intel® Xeon® Processor) に力□えて、もう1つ CPU を増設することができま 
ず。 



マザーボード 



オプションの CPU の中には異なるレビジョン（ステッピング）のものが含まれ 
ている場合があります。異なるレビジョンの CPU を混在して取り付けた場合、 
Windows ではイベントビューアのシステムログに下のようなログが表示さ 
れますが、動作には問題ありません。 
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取り付け 


次の手順に従って CPU を取り付けまず。（図はわかりやすくするために リ テンションの一部を 
省略しています。） 


"~〇 CPU は大変静電気におい電子部品でず。サーバの金属フレーム部分などに軸 
置3 れて身体の静電気を逃びしてか5巳 PU を取り巧ってください。また、 CPU ® 
ピンを素手で軸ったり、 CPU を直接机の上に置いたりしないでください。静 
電気に関ずる説明は9日べージで詳しく説明しています。 


1. 日7ぺージを参照して準備をする。 

2. 巧の部品を取り外ず。 

ーサイドカバーの8ページ参照） 

- CPU ダクトカバー(100ぺージ参照) 


3. CPU ソケットの位置を確認する。 

4. CPU カバーを取りがす。 



已.ソケットのレバーを持ち上げる。 



レバーは止まるまで亮全に開いてください。レバーは120度け上開きまず。 
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6. CPU ソケットホルダを持ち上げ 
る。 


7. CPU をソケットの上にていねい 
にゆっくりと置く。 




^ CPU の向きにミ主意してください。 CPU とソケットは誤挿入を防止ずるためじ 
医!^ CPU とソケットにはピン マークが あります。 CPU とソケット側のピン マークを 
確認して正しく取り付けてください。 


8. CPU を軽くソケットに巧しつけ 
てか 5 CPU ソケットホルダを元 
に戻す。 
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10. ヒートシンクを CPU の上に置く。 

ヒートシンクのかわりに水ちキッ 
卜を取り付ける場合は「水ちキッ 
卜 （136 ページ）を参照してくだ 
さい。 



11 . ヒートシンクをネジで固定ずる。 

ネジは、たすきがけの順唐で4つを 
仮止めした後に本締めしてくださ 
い。 

12. ヒートシンクがマザーボードと水 
平に取り付け S れていることを確 
認する。 



④ 


③ 


• 斜めに傾いているときは、いつたんヒートシンクを取りがしてか5、も 
ラー度取り付け直してください。 

水平に取り付け6れない原因には次のことがちえ6れまず。 

- CPU が正しく取り付け5れていない。 

- ネジで完全に固定されていない。 

• 固定されたヒートシンクを持って動かさないでください。 


13. 取り外した部品を取り付ける。 

1 4. 「 Advanced 」 メニユーの 「Reset Confi 有 uration Data 」 を 「 Yes 」 にする。 

八ードウエアの構成情報を更新するためです。詳しくは163ページをご覧ください。 

1已 . Windows 環境のシステムで、1 CPU 構成の本装置に CPU を増設し、2つしソ上の 
CPU で運用する場合に lil 下の手順を行ラ。 

デバイスマネージャの「コンピュータ」のドライバが 「ACPI シングルプ□セ、ソサ 
PC」 になっている場合は 「ACPI マルチプ□、ソサ PC」 に変更し、メッセージに従っ 
て再起動後、システムのアップデート （62 ページ）を行います。 
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取り外し 


CPU を取り外ずときは、「取り付け」の手順1〜3を参照して取り外しの準備をした後、手順10 
〜4の逆の手順を行ってください。ヒートシンクはヒートシンクを水平にかしずらすようにし 
て動かしてから取り外してください（この後の「重要」の2項を参照してください)。 


• CPU の故障むがで取り列さないでください。 

• 運用後は熱によってヒートシンクの底にあるクールシートが CPU に粘 
着している場合がありまず。ヒートシンクを取り巧ず際は、左ちに軽く 
回して、ヒートシンクが CPU か5離れたことを確認してか5行ってく 
ださい。 CPU に粘着したままヒートシンクを取り巧ずと CPU やソケッ 
卜を破損ずるおそれがありまず。 


CPU の取り外し（またはち換）後に次の手順を巧ってください。 

1. SETUP を起動して 「 Main」-IProcessor Settin 呂 s」-「Processor 
Retest 」 の順でメニューを選択し、取り外した CPU のエラー情報をク U アずる 
(162 ページ参照)。 

CPU を交換した場合 

「Main」一「Processor Settings」 の順でメニューを選択し、増設した CPU の ID お 
よび L2 Cache Size が正常になっていることを確認する （1 日2ぺージ参照)。 


2. 


rAdvancedJ メニューの 「Reset Confi 目 uration Data 」 を 「 Yes 」 にする。 

八ードウエアの構成情報を更新するためです。詳しくは163ページをご覧ください。 





13 巨 オプションの取り付け 


取り付け（水をキット） 

次の手順に従って水ちキットを取り付けます。 

1. テープをはがし、底面の保護材 
を取り外し、側面の保護材ち取り 
外す。 


2. 7 j <; 令キットを CPU の上に置く。 
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3. 水冷キットをネジで固定ずる。 

固を方法は CPU の取り付け手順 
11 (134 ぺージ）を参照してくだ 
さい。 



4. ケーブルを接続ずる。 

接続ずるコネクタの位置を確認 
し、正しく接続してください。ま 
た、水冷ヒートシンク切換ジャン 
パスイ、ソチ (CN6) をち図のよう 
じ設定する。 


〇 〇 


標準ヒートシン 水策ヒートシン 
クの場合 クの場合 

ケーブル接続、ジャンパスイ、ソチ 
の変更を闇違えると水ちヒートシ 
ンクの液漏れ監視、ポンプ回範監 
視が正しく巧えません。 


FAN1 FAN5 


CPU1 



J CPU2 


AN4 

FAN 目 
CN6 


CPU1 

CPU1 

CPU2 

CPU2 


P1 一 FAN 己 
P2 — FAN1 
P1 一 FAN 目 
P2 一 FAN4 


取り外し（水をキット) 


CPU を取り外すときは、取りがけの逆の手順を巧ってください。 


W -0 水をヒートシンクキツトの取り付け/取り外しを巧った場合、システムのアツ 
プデートび必要になりまず。 

N 8101 -33 日水をヒートシンクに添付の Update CD 媒体を使用してシステ 
ムのアツプデートを巧ってください。 

• 標準ヒートシンクか5水をヒートシンクに変更 

• 水をヒートシンクか5標準ヒートシンクに変更 

• 水を1 CPU 構成か5水を 2 CPU 構成に変更 

• 水を 2 CPU 構成か5水を1 CPU 構成に変更 
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DIMM 


DIMM (Dual Inline Memory Module) は、本体に取り付けられているマザーボード上の DIMM 
ソケットに取り付けます。 

マザーボード上には DIMM を取りがけるソケットがに個あり、標準で 1G 目の DIMM が2枚、 
と#21に取り付けられていまず（標準で取りがけられている DIMM も交換ずること 
ができます)。 

DIMM は2枚単位で DIMM group #1^#2^#3^#4^#日一#6の順に取リ付けまず。 



Group 番号 

Group を構成ずるソケット番号 

Group #1 

DIMM #11と DIMM #21 

Group #2 

DIMM #31と DIMM #41 

Group #3 

DIMM # にと DIMM #22 

Group #4 

DIMM #32 と DIMM #42 

Group #5 

DIMM #13 と DIMM #23 

Group #6 

DIMM #33 と DIMM #43 


W "0 インタリーブ装置であるた 
BM め、2枚単にで増設してくだ 
さし、。また同じ Group 巧に異 
なる仕様の DIMM を実装ず 
ると正常に動作しません。 




メモリミラーリングやオン 
ライン スペア メモリなどの 
權能を使用する際の構成に 
ついては 141 ぺージを参照し 
てください。 



• DIMM は大変静電気に弱い電子部品でず。装置の金属フレーム部分など 
に触れて身体の静電気を逃がしてか5ボードを取り扱ってください。ま 
た、ボードの端子部分や部品を素手で触ったり、ボードを直接机の上に 
置いたりしないでください。静電気に関ずる説明は日已ページで詳しく 
説明していまず。 

• 興なで指定していない DIMM を使用しないでください。ヴードパーティ 
の DIMM などを取り付けると、 DIMM だけでなくサーバ本体が故障ずる 
おそれがありまず。また、これ5の製品が原因となった故障や破損につ 
いての修理は保証期間中でも有料となりまず。 



• メモリは最大 48GB (4GBX12 枚）まで増設できます。 

• POST や ESMPRO 、 オフライン保守ユー テイリテイの エラー メ ツセー ジ 
や エラーログでは DIMM コネクタのことを 「グルー プ」と表示される場 
合があります。 グルー プの後に示される番号は上図のコネクタ番号と一 
致しています。 
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取り付け 

次の手順に従って DIMM を取り付けます。 


インタリーブ装置であるため、 Group 単位に2枚の DIMM ボードを増設してく 
置3 ださい。1つの Group 巧に異なった仕様’の DIMM ポードを実袋ずると動作しま 
せん。 

* DIMM ボードの仕様は、 DIMM ボードに化ってあるラベルに下記の内容で 
表示されていまず。 


1. 日7ぺージを参照して準備をする。 

2. サイドカバーを取り外す （98 ページ参照)。 

CPU ダクトカバーを取り外ず（100ページ参照)。 

3. DIMM を取り付けるソケットを確認ずる。 


4. DIMM をソケットにまっすぐ巧 
し込む。 



^ DIMM の向きじを意してください。 DIMM の端す側には誤挿入を防止するため 

区エック I の切 y かきがありまず。 


DIMM が DIMM ソケットに差し込まれるとレバーが自動的に閉じます。 


□11\/11\/1は2枚1組で取り付けてください。また同一仕様のメモリセット使用し 
てください。メモ U の仕様はメモ U に目占付けされているラベルにけ下の内容で 
表示されていまず。 


已.取り外した部品を取り付ける。 

6. 本体の電源を ON にして POST でエラーメッセージが表示されていないことを確認 
する。 

エラーメッセージが表示された場合は，メッセージをメモした後、89ページのエ 
ラーメッセージー覧を参照してください。 

7. SETUP を起動して 「 Advanced 」一 「Memory Configuration 」 の順でメニュー 
を選択し、増設した DIMM のステータス表示が 「 Normal 」 になっていることを確 
認ずる （1 已4ページ参照)。 

8. 「 Advanced 」 メニューの 「Reset Confi 有 uration Data 」 を 「 Yes 」 にずる。 

八ードウェアの構成情報を更新するためでず。詳しくは1日3ページをご覧ください。 

9. Windows Server 2003を使用している場合は、ぺージングファイルサイズを推 
奨値（搭載メモ U X 1.5) 1 •ソ上に設定ずる（已巨ぺージ参照)。 
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取り外し 

次の手順に従って DIMM を取りかします。 



|fi»^ 


• 巧障した DIMM を取リクトす場合は. POST や ESMPR 0 で表示されるエ 
ラーメッセージをな認して> 取りがけている DIMM ソケット （ Group ) 
をお認してください。 

• DIMM は最化2枚措載されていないと本体装置は動作しません。 


1. 日7ぺージを参照して準備をする。 

2. 日8ページを参照してサイドカバーを取りがす。 

100ぺージを参照して CPU ダクトカバーを取りがす。 

3. 取り外す DIMM のソケットの 
両側にあるレバーを左ちにひ 
ろげる。 

□ 、ソク が解除され DIMM を取り 
外せまず。 

4. 手順2で取りかした部品を取り 
付ける。 

已.本装置の電源を ON にして POST でエラーメッセージが表示されていないことを確 
認ずる。 

エラーメッセージが表示された場合は、メッセージをメモした後、89ページのエ 
ラーメッセージー覧を参照してください。 

6. SETUP を起動して rAdvancedJ — 「 MemoryConfi 呂 uration 」一 「Memory 
Retest 」 の順でメニューを選択し、取り外した DIMM のエラー情報をク U アする 
(1 巨4ぺージ参照)。 



rAdvancedJ メニューの 「Reset Confi 呂 uration Data 」 を 「 Yes 」 にする。 

八ードウエアの構成情報を更新するためです。詳しくは163ページをご覧ください。 
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メモリ機能の利用 

本製品には、システム停止の原因となるメモリ障害(複数ビット障害)を自動的に修正する 
「Chipkill (チップキル） ECC メモリ」機能の他に「メモリミラーリング機能」と「オンラインス 
ペアメモリ機能」を持っています。必要に応じて利用してください。 


標準のメモ U 構成と「メモリミラ ー U ング機能」、「オンラインスペアメモリ機 
置3 宜引を同時に利用ずることはできません （ rChipkill (チップキル） ECC メモ U 」 
機能はどのが態においても機能しまず)。 


本製品のマザーボード内にはメモリを制御するための「メモリブランチ」が下國のように2系 
統じ分かれています。 



r メモリミラーリング機能」と「オンラインスペアメモリ機能」はメモリブランチ間またはメ 
モリブランチ内でのメモリの死活監視と切り替えを行うことじよって冗長性を保つ機能です。 
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メモリミラーリング機能 

メモリミラーリング機能とは、メモリブランチ聞で対応する2つの Group の DIMM (ミラーセツ 
卜）に同じデータを書き込むことにより冗長性を持たせる機能です。 


Group 冉1 


Group #2 I 


データ！ 


データ1 

データ吕 


データ2 

データ3 


データ3 

データ4 


データ4 


マザーボード 


メモリコント□ーラ 


メモリフランチ#0 


メモリブランチ#1 



オペレーティングシステムからは、物埋容量の半分の容量のメモリとして認識 
JrfeTfl されます。 


この機能を利用するための条件は次のとおりです。 

• ミラーセットを構成ずるメモリソケット （4 つ）にメモリを搭載してください。 

• 搭載するメモリは同じ容量のものを使用してください。 

• 「システム BIOS のセットアップ (S 口 UP)」（153 ぺージ）を参照して、 S 口 UP を起動し 
たら、 次のメニューのパラメータを変更し、設をを保存して SETUP を終了してくださ 
い。 

「Advanced」 一 「Memory Configuration サブメニュー」一 「Memory RAS Feature」 
一 「Mirror」 

• メモリは次の順序で搭載してください。 

Group #1と Group #2- ►Group #3と Group #4- ►Group 抱と Group #日 

次のようなミラーリングは構築できません。 

• 異なるミラーセット園でのメモリミラーリング 

• 同ーメモリブランチ内でのメモリミラーリング 
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メモ US ラー設定に関するま意事項 

メモリミラーを構築した状態で、メモリミラー構成とな6ないようなメモリ増設や、メモリミラーが 
崩れるようなメモリの取り外しを行なった場合は 、 BIOS Setup メニューのメモリミラーメニューが 
グレーアウ ト 状態になり設定が変更できなくなリます。このような状態になってしまった場合の、メ 
モリミラーお除をするには下記手順を参照して Load Setup Defaults を実施してください。 

1 . BIOS Setup の設定内容を控えておく。 

2. POST 中に rF 2 J キーを押し 、 BIOS Setup メニユーに入る。 

3. 「 Exit 」 一 「Load Setup Defaults 」 を選択。 

4. fLoad default configutation now ? J と表示されるので 「 Yes 」 を選択する。 

曰.1.で控えていた内容を再設定ずる。 


メモリミラーリング磯能を使用できる DIMM の搭載パターン例を]:(下に示します。 


例 

メモリセット 

メモリセット 

メモリセット 

メモリ容量合計 

Group # 1 

Group 粧 

Group 悅 

Group #4 

Group # 己 

Group #6 

物理メモリ 

論理メモリ 

1 

標準之 G 巨 

増設 2 G 巨 

- 

- 

- 

- 

4 G 巨 

2 G 己 

2 

標準 2(3 巨 

増設 2 G 巨 

増設 1 G 巨 

増設 1 G 目 

- 

- 

6 G 巨 

3 G 巨 

3 

標準 2 G 巨 

増設 2(3 巨 

増設 2 G 巨 

増設 2 G 目 

- 

- 

8 GB 

4 G 巨 

4 

標準 2(3 巨 

増設 2 G 目 

増設 1 G 巨 

増設 1 G 巨 

増設伯巨 

増設 1 G 巨 

8 G 巨 

4 G 巨 

5 

標準 2 GB 

増設 2 G 巨 

増設 1 G 目 

増設 1 G 巨 

増設 2 G 目 

増設 2 G 巨 

10 G 己 

5 G 己 

6 

標準 2 G 巨 

増設 2 G 巨 

増設 2 G 目 

増設 2 G 巨 

増設 1 G 目 

増設 1 GB 

10 G 己 

5 G 己 

7 

標準 2 G 巨 

増設 2 G 巨 

増設 4 G 目 

増設 4 G 巨 

- 

- 

12 GB 

6 G 巨 

8 

標準之 G 巨 

増設 2(3 巨 

増設 2 G 巨 

増設 2 G 目 

増設 2 G 巨 

増設之 G 巨 

12 GB 

6 G 巨 

9 

標準 2(3 巨 

増設 2 G 巨 

増設 1 G 巨 

増設 1 G 巨 

増設 4 G 巨 

増設 4 G 巨 

14 G 巨 

7 G 巨 

10 

標準 2(3 巨 

増設 2 G 目 

増設 4 G 巨 

増設 4 G 巨 

増設伯巨 

増設 1 G 巨 

14 G 巨 

7 G 巨 

11 

標準 2 GB 

増設 2 G 巨 

増設 2 G 目 

増設 2 G 巨 

増設 4 G 目 

増設 4 GB 

16 G 己 

8 G 己 

12 

標準 2 GB 

増設 2 G 巨 

増設 4 G 目 

増設 4 G 巨 

増設 2 G 目 

増設 2 G 巨 

16 G 巨 

8 G 己 

13 

標準 2 G 巨 

増設 2 G 巨 

増設 4 G 目 

増設 4 G 巨 

増設 4 G 己 

増設 4 G 巨 

20 GB 

10 GB 

14 

増設 4 G 巨 

増設 4(3 巨 

増設 4 G 巨 

増設 4 G 巨 

増設 4 G 巨 

増設 4 G 巨 

24 GB 

12 GB 

15 

増設 8 G 巨 

増設 8(3 巨 

増設 8 G 巨 

増設 8 G 目 

増設 8 Ge 

増設 8 G 巨 

48 G 巨 

24 GB 


Load Setup Defaults が 実 巧されると、他の Setup 設をも Default 値に戻るので、 
再度 Setup 設をを行ってください。 
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オンラインスペアメモリ機宜 g 

オンラインスペアメモリ機能は、メモリブランチ巧の1つの Group をモ備（スペア）として待機させ 
ることにより、運用している Group の DIMM で訂正可能なエラーが発生した場合、待機させている 
Group の DIMM に運用を自動的に切り替え処理を継続させる機能でず。 


マザーボード 


メモリつント □ 

- - - ^ 

—ラ 

;<モリプランチ#日 

山 

^モリフランチ#1 



運苗* 


待機系 
(スペア） 



[Oroup#5l：: 



; w 

章 |(3roup#2 1 


? 

J|Group#4 1 


じ 

= |Group#6 1 




運用系 


待機系 
(スペア） 



オペレーティングシステムからは、物埋容量よりかない容量のメモリとして認 
識されます（搭載数と1枚あたりの容量によって蛮化します）。 


この機能を利用するためのを件は次のとおりでず。 

• メモリプランチ内の2つじ(上の Group にメモリを搭載してください。メモリプランチ聞で搭載 
数が異なっていても動作しまず。例えば、メモリブランチ#0は4枚 （2 つの Group ) で、メモリ 
ブランチ#1は6あ （3 つの Group) でも問題ありません。 

• メモリブランチ巧に搭載されたメモリの容量はすべて同じものを使用してください。メモリブ 
ランチ単位で同一容量のメモリを搭載していれば動作します（メモリブランチ#0とメモリブラ 
ンチ#1の総容量が異なっていても動作します）。 

• 「システム团 0S のセットアップ (S 口 UP)」（153 ぺージ）をき照して、 S 口 UP を起動した6、次の 
メニューのパラメータを変更し，設定を保存して SETUP を終了してください。 

「Advanced」 ^ 「Memory Configuration」 一 「Sparing」 ^ 「Enabled」 

• 各メモリブランチ内のメモリは次の順唐で搭載してください。 

メモリプランチ#0 : Group #1^Group #3^Group #5 
メモリプランチ# 1: Group #2^Group #4^Group #6 

次のようなスペアリングは構築または設定することができません。 

• 異なるメモリブランチへのスペアリング 


• 任意のメモリをスペアに指を 

スペアに指をされる Group は同ーメモリブランチ巧で一番大きい Group 番号です。 

















































ハードウエア編 14已 


オンラインスペアメモリ機能を使用できる DIMM の搭載パターン例を下に示します。なお、次のパ 
夕ーンはメモリブランチ#0でのものですが、メモリブランチ#1でも同じパターンとなります。 


例 

メモ U ブランチ#0 

メモリ容量合計 

Group #! 

Group #3 

Group # 已 

物理メモリ 

論理メモリ 

1 

増設 1 G 巨 

増設 1 G 巳 

- 

2 GB 

1 G 巨 

2 

増設 1 G 巨 

増設 1 G 巳 

増設 1 G 巨 

3 GB 

2 GB 

3 

標準之 G 巨 

増設之 G 巳 

- 

4 G 巨 

3 G 巳 

4 

標準 2 GB 

増設 2 G 目 

増設 2 G 巨 

目 G 巨 

己 G 巨 

己 

増設 4 G 巨 

増設 4 G 目 

- 

8 G 巨 

6 G 己 

6 

増設 4 GB 

増設 4 G 目 

増設 4 GB 

12 GB 

10 GB 

7 

増設 8 GB 

増設 8 G 巳 

- 

16 GB 

12 G 巨 

8 

増設 8 G 巨 

増設 8 G 巳 

増設 8 G 巨 

24 G 巨 

20 G 巨 


オンラインスペアメモリはメモリコント□-ラの仕様上、メモリの Rank 単位でスペアメモリを設定 
しまず。 

Single Rank メモリと Dual Rank メモリではオンラインスペアメモリを設をした場合の論理メモリ容 
量が異なりまず。 

参 Single Rank メモリの場合 

(物理メモリ容量 X 搭載数） 一 物理メモリ容量=論理メモリ容量 

• Dual Rank メモリの場合 

(物理メモリ容量 X 搭載数） 一 （物理メモリ容量/ 2) =論理メモリ容量 

本装置でサポートしているメモリは]:下のとおりです。 

- N 8102 -24 目増設113目メモリ： Single Rank 
- N 8102 -247/248/249 増設 2 G 巨/ 4 G 巨/ 8 G 目メモリ： Dual Rank 
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ケーブル接続 


本装置のケーブル接続を示します。 


インタ フエー スケーブル 


装置内部および装置外部とのインタフェースケーブルの接続の一例を示します。 


標準構成 

標準構成での接続例です。マザーボード上の SAS #1コネクタは八ードディスクドライブを搭載する 
八ードディスクドライブベイに接続されています。 


PCIe #5 
PCIe #4 
PCIe #3 
PCI #2 
PCI-X #1 


ヴーボード 


ISAS #2] 


オプション 


オプション 



巳.2已インチ 
デバイスベイ 


3.巳インチ 
A —ドディスクベイ 

A —ドディスク 
はオブシヨン。 


SAS ケーブル 


IDE ケープル 
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HDD ケージを増設ずる場合 

HDD を5台以上搭載する場合には、この構成パターンとなります。 

マザーボード上の SAS #2コネクタは八ードディスクドライブを搭載するオプションの HDD ケージ 
に接続します。 


PCIe #5 
PCIe #4 
PCIe #3 
PCI #2 
PCI-X #1 


マヴーボード 


ISAS #21 

ISAS 枯 1 J 


SAS ケープル 


IDE ケーブル 


オプション 


オプション 


脚町立! 
邸啞] 
晒晒 
[ PORTO'l 



己.2已インチ 
デバイスベイ 


HDD ケージ 
(オプション) 


3.己インチ 
A —ドディスクベイ 

ー ドディスク 
はオプション。 
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内蔵 SCSI ファイルデバイスを搭載した場合 

内蔵 SCSI ファイルデバイスを搭載ずる場合は、別売の SCSI コント□ーラと SCSI ケーブルが必要で 
す。 





• 搭載できる SCSI デバイスは2台まででず。 

• 巧蔵 SCSI デバイス（ノ V — フノ V イト）を2台搭載ずる場合、標準搭載の 
DVD - ROM ドライブを已インチベイ最上段に移動してください。 


接続可能な SCSI コント□-ラ： N 8103 -7 目、 N 8 103-95 
使用する SCSI ケーブル： K 410-68(00) 内蔵 SCSI ケーブル 

K 410-68(00) 内蔵 SCSI ケーブルは、終端コネクタが取り付けられています。接続しているデバイス 
すべて終端の設定を「無効」にして<ださい。各種設定については、デバイスに添がの説明書を参照 
してください。 

ファイルデバイスは、 SCSI 転送レートの設定などをしておく'必要があります。転送レートについて 
はデバイスに添付の説明書を参照してください。設定は、 SCSI コント□ーラの目 IOS ユーティリティ 
を使用します。詳しくは、 SCSI コント□ーラ1こ添付の説明書を参照してください。 



己.25インチ 
デバイスベイ 


HDD ケージ 
(オプション) 


3.已インチ 
A — ドディスクベイ 

ー ドディスク 
はオプション 
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内蔵 DVD - RAM ドライブを搭載した場合 

内蔵 DVD - RAM ドライブは、 IDE デバイスのオプションでず。本装置に1台搭載ずることができまず。 
内蔵 DVD - RAM ドライブの動作モードはに LAVE 」 I こ設定します（標準装備の DVD - ROM ドライブは 
「 MASTER 」 に設定されています）。 

ケーブルは、マザーボード上の IDE コネクタに接続されているケーブルを内蔵 DVD - RAM ドライブ、 
DVD - ROM ドライブの順番で接続しまず。 


PCIe #己 
PCIe #4 
PCIe #3 
PCI #2 
PCI-X #1 



IDE デパイス 



1.P0RT3I 



LPORTS； 



'PORTT； 



! PORTO I 



SAS ケープル 


IDE ケーブル 


己25インチ 
デパイスベイ 


3.5 インチ 

/、ー ドディスクペイ 

A- ドディスク 
はオプション。 
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外付け SCSI 機器との接続 

外付けの SCSI 機器と接続するためには、オプションの SCSI コント □- ラ （ N 8103 -95/75) と SCSI 
ケーブルが別途必要です。 

SCSI のは重複しないように各デバイスの設ををしてください。最後に接続されるデバイスには終端 
の設定をしてください（何も接続しない場合、背面のコネクタに終端あ抗を取り付ける'必要はありま 
せん)。ケーブル長は，内部のケーブルを合わせて最大 3 nnJ ; J 下になるようにしてください。 


PCIe #5 
PCIe #4 
PCIe #3 
PCI #2 
PCI-X #1 


マヴーボード 


IDE 


ISAS #2] 


] SCSI コント□-ラ [ SAS#T 


IDE デバイス 


DVD-ROM 



1. P 0 RT 3； 



lPPRJ _2_； 



IPORTT ； 



LPORTO I 



已 .2 己インチ 
デバイスベイ 


3.5 インチ 
A — ドディスクベイ 

A — ドディスク 
はオプション。 


■ ■ ■ SAS ケーブル 


IDE ケープル 
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D に K 増設ユニットとの接続/最大構成のときの接続 

外付けの八ードディスクドライブ用キャビネット 「 D に K 増設ユニット」と本装置を接続するために 
は，ディスクアレイコント□-ラ （ N 8103 -80/81/90) があ要です。 

"~〇 □旧 K 増設 ユニッ トに接続ずるためには、□旧 K 増設 ユニッ トをタワータイプ 
皆互 (ぺデス!ルタイプ）にしてください。タイプの変更には別売のコンバージョ 
ンキットび必要でず。 


ディスクアレイコント□—ラ ( N 8103 -81) を搭載した本装置と接続できる D に K 増設窗本は、 N 8141- 
36 A D に K 増設ユニット （1 台あたりの八ードディスクドライブ搭載台数：14台、最大接続台数: 2台） 
です。本体内部に8台の八ードディスクドライブと、4台の N 8141-36 A D に K 増設ユニット （1 台あた 
りの八ードディスクドライブ搭載台数：14台）で、最大64台の八ードディスクドライブを接続するこ 
とができます。 

ディスクアレイコント□-ラ ( N 8103 -90) を搭載した本装置と接続できる DISK 増設置体は、 N 8141- 
37 D に K 増設ユニット （1 台あたりの八ードディスクドライブ搭載台数：12台、最大接続台数： 2 S 
です。本体内部に8台の八ードディスクドライプと、6台の N 8 141-37 D に K 増設ユニット （1 台あた 
りの八ードディスクドライブ搭載台数：12台）で，最大80台の八ードディスクドライブを接続ずるこ 
とができます。 

D に K 増設ユニットを接続するために SCSI ディスクアレイコント□—ラボードがあ要です。 

本装置に搭載できる SCSI ディスクアレイコント□ーラボードの最大枚数は3枚のため、この構成で 
は、八ードディスクドライブベイと HDD ケージに搭載した8台は、マザーボード上の RAID コント□一 
ラによって RAID 0 または RAID 1のディスクアレイか、単体 SCSI として使用します。 



已 .2 已インチ 
デパイスベイ 


HDD ケージ 
(オプション) 


3.己インチ 
/、ードディスクペイ 

A —ドディスク 
はオプション。 


SAS ケースレ 


IDE ケープル 
























































1 已 2 ケーブル接続 


電源ケーブル 


本体内部の電源ユニットの接続の一例を示します。 

標準構成 

本体内蔵の電源ユニットの電源ケーブルじはコネクタ番号が印刷されています （Pnn - nn : 数字）。コ 
ネクタ番号と接続される内蔵デバイスは t (下のとおりでず。 



一電源ケーブル 


己.2己インチ 
デバイスベイ 


3.巳インチ 
川ードディスクベイ 

A —ドディスク 
はオフシヨン。 


HDD ケージを増設した構成 

本体内蔵の電源ユニットの電源ケーブルにはコネクタ番号が印刷されています (Pnn - nn : 数字）。コ 
ネクタ番号と接続される内蔵デパイスは W 下のとおりです。 



已 .2 己インチ 
デバイスベイ 


HDD ケーン‘ 


八ードディスク 
はオプション。 


五已インチ 
八ードディスクベイ 


八ードディスク 
はオプション。 


電源ケーブル 
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システム BIOS のセットアップ ( SETUP ) 

Basic Input Output System ( BIOS ) の設を方法について説明します。 

導入時やオプションの増設/取りかし時にはここで説明する内容をよく理おして、正しく設定 
してください。 



SETUP は八ードウエアの基本設定をするためのユーティリティツールです。このユーティリ 
ティは本体巧のフラッシュメモリに標準でインストールされているため、専用のユーティリ 
ティなどがな < ても実行できます。 

SETUP で設定される内容は，化荷時に最も標準で最適な状態に設をしていますのでほとんど 
の場合において SETUP を使用する必要はありませんが、この後に説明ずるような場合などを 
要に応じて使用してください。 



• SETUP の操作は、システム菅理ち（アドミニストレータ）び行つてく 
ださい。 

• SETUP では、パスワードを設定ずることびでをまず。パスワードには、 
rSupervisorJ と fUserJ の吕つのレベルびありまず 。 「SupervisorJ 
レベルのバスワードで SETUP にアクセスした場合、ずべての項目の変 
更びできまず。 rSupervisorJ のバスワードび設定されている場合、 
ruserj レベルのバスワードでは、設定内容を変更できる項目び限6れ 
まず。 

• 0 S (オペレーティングシステム）をインス!ルずる前にバスワード 
を設定しないでください。 

• SETUP ユーティリティは、最新のバージョンがインストールされてい 
まず。このため設定画面が本書で説明している内容と異なる場合びあり 
まず。設定 I 頁目については、オンラインヘルプを参照ずるか、な守サー 
ビス会社に巧い合わだてく ださい。 





1 已 4 システム BIOS のセットアップ ( SETUP ) 



本体の電源を ON にずるとディスプレイ装置の画面に POST (Power On Self - Test ) の実行内 
容が表示されます。 「 NEC 」 □ゴが表示された場合は、 < Esc > キーを押してください。 

しば6くずると、次のメッセージが画面左下に表示されます。 

Press < F 2> to enter SETUP 


ここで < F 2> キーを押ずと、 S 口 UP が起動して Main メニユー画面を表示します。 

前に S 口 UP を起動してパスワードを設定している場合は、パスワードを入力する画面が表 
示されます。パスワードを入力してください。 

Enter passuordU 3 

パスワードの人力は、3回まで行えます。3回とも誤ったパスワードを入力すると、本装置は 
動作を停止します（これより先の操作を巧えません)。電源を OFF にしてください。 



パスワードには、 rs 叩 ervisor 」 と 「 User 」 の2種類のバスワードがあります。 
「 Supervisor 」 では、 SETUP でのすベての設をのが態を確認したり、それらを 
変更したりすることができます。 「 User 」 では、確認できる設をや、変更でき 
る設をに制限があります。 
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キーと画面の説明 


キーボード上の次のキーを使って SETUP を操作しまず（キーの機能については、画面下にも 
表示されていまず）。 


サブメニューがあることを示ず 


設定項 



PhoenixBIOS Setup 

Server 


Uti バ ty 


現在表示しているメニューを示す 


System Management 
Console Redirection 
► Event Log Configuration 

'Assert NMI on PERR: 
Assert NMI on SERR: 

FRB-2 Policy: 

Boot Monitoring: 

Boot Monitoring PoLicy: 
Thermal Sensor: 

BMC IRQ: 

Post Error Pause: 

AC-LINK: 

Power On Delay Time: 
Platform Event FiLtering: 


[Enabled] 
[Enabled] 
[Disable BSP] 
[Disabled] 
[Retry 3 Times] 
[Enabled] 

[IRQ 11] 
[Enabled] 

[Last State] 

C 0] 

[Enabled] 


Item Specific Help 


Additional setup menu to 
view server managment 
features. 


^ オンラインヘルプ 
ウインドウ 


FI Help t i 
Esc Exit - --* 


Se/ect 

キーの 機能説明 


Select Item 
Menu 


/ + Change Values F9 Setup Defaults 

Enter Select ► Sub-Menu F10 Save and Exit 

パラメータ（選がすると文字が反起する） 


□ 力ーソルキー ( t 、 i ) 

画面に表示されている項目を違択します。文字の表示が反転している項目が現在違 
択されています。 

□ 力ーソルキー （卜、一） 

Main や Advanced 、 Security 、 Server > Boot 、 Exit などのメニューを運択しまず。 


□ <一>キー / <十>キー 

逞択している項目の値（パラメータ）を変更します。サブメニュー（項目の前に 
「►」がついているもの）を逞択している場合、このキーは無効でず。 

□ < Ente 「> キー 


逞択したパラメータのま定を行うときに押します。 


□ < Esc > キー 

ひとつ前の画面に戻ります。押し続けると 「 Exit 」 メニューに進みます。 

□ <F 1>キー 

SETUP の操作でわか6ないことがあったときはこのキーを押してく ださい。 
SETUP の操作についてのヘルプ画面が表示されまず。 < Esc > キーを押すと、元の画 
面に戻ります。 

□ < F 9> キー 

現在表示している項目のパラメータをデフォルトのパラメータに戻します（化荷時 
のパラメータと異なる場合げあります)。 

□ <F10>+- 

設定したパラメータを保ちして SETUP を終了します。 













1 已巨 システム BIOS のセツトアップ （ SETUP ) 


設定例 


次にソフトウエアと連携した機能节、システムとして運用ずるときじ必要となる機能の設定例 
を TT ： しまず。 


曰付-時間の設定 


日付や時間の設定は、オペレーティングシステム上でもできまず。 

「 Main 」 一 fSystem Time 」 （時刻の設定:） 

「 Main 」 一 fSystem Date 」 （日付の設定:） 



「 ESMPRO / ServerMana 呂 er 」 を使ってネットワーク経由で本体の電源を制御ずる 

rAdvancedJ ^ f Advanced Chipset Control」[Wake On LAN / PME 」 一 「 Enabled 」 
「 Server 」 一 「 AC - LINK 」 一 「Stay Off 」 


UPS 関連 


UPS と電源連動させる 

一 UPS から電源が供給されたら常に電源を ON させる 
「 Server 」 ^ 「 AC - LINK 」 一 「Power On 」 

一 UPS から電源が供給されても電源を OFF のままにずる 
「 Server 」 ^ 「 AC - LINK 」 一 「Stay Off 」 

- POWER スイ、ソチを使って OFR こしたときは、 UPS から電源が供給されても電源を 
OFF のままにする 

「 Server 」 ^ 「 AC - LINK 」 一 [Last State 」 
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⑤ 


〇 


I 〇 =]1 

r ド ]1 


E 


© E 


© I 


マザーボード 


起動関連 


本体に接続している起動デバイスの順番を変える 

「Boot」 ^起動順唐を設定する 

POST の実巧内容を表示ずる 

「Advanced」 ^ fBoot-time Diagnostic Screen」 ^ 「Enabled」 

「NEC」 □ゴの表示中に <Esc> キーを押しても表示させることができます。 

コンソール端末か S 制御ずる 

「Server」 ^ fConsole RedirectionJ -►それぞれの設定;をずる 


メモリ関連 


搭載しているメモリ （ DIMM ) の状態を確認ずる 

「Advanced」 ^ 「Memory Configuration」 一表示を確認する 

画面に表示されている DIMM グループとマザーボード上のソケットの位置は下図のよう 
に対応しています。 



メモリ （ DIMM ) の エラー 情報をクリアずる 

「Advanced」「Memory Configuration」 一 「Memory Retest」 一 「Yes」 ^再起動す 
るとクリアされる 

メモリ （ DIMM ) の詳細テストを実行ずる 

「Advanced」 一 「Memory Configuration」 一 TExtended RAM Step」-^ 「 1MB」^ 再 
起動すると詳細テストを実行する 


卽@。 
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CPU 関連 


搭載している CPU の状態を確認ずる 

「Main」 一 「Processor Settings」 一表示を確認する 

画面に表示されている CPU 番号とマザーボード上のソケットの位置は前ページの図のよ 
うに対応しています。 

CPU のエラー情報をク U アずる 

「Main」「Processor Settings」 一 「Processor Retest」 一 「Yes」 一再起動すると 
クリアされる 


キーボー ド関連 


Numlock を設定ずる 

rAdvancedJ ^ 「NumLock」「Off (起動時に無効） /On (起動時 I こ有劾)」 


イベント□グ関連 


イベント□グをクリアずる 

「Server」 一 [Event Log Configuration」 一 「Clear all Event し ogs」 一く Ente「> 丰一を 
押して 「Yes」 を選択ずるとクリアされる 



BIOS レベルでのパスワードを設定ずる 

「Security」 一 ["Set Supervisor Password」 ーパスワードを入力ずる 

["Security」 一 「Set User Password J ーパスワードを入力ずる 

管理者パスワード （Supervisor）、 ューザーパスワード (User) の順Iこ設定:します。 


が付け周辺機器関連 


が付け周辺機器に対ずる設定をずる 

rAdvancedJ ^ 「Peripheral Configuration」 ^それぞれの機器に対して設定:をする 


内蔵デバイス関連 


ディスクアレイコント□ーラボードまたは SCSI コント□ーラなどを取り付ける 

rAdvancedJ ^ [PCI Configuration」 一 「PCI Slot n Option ROM(n: ス□、ソト番号)」一 
「Enabled」 


A - ドウエアの構成情報をクリアずる（巧蔵機器の取り付け/取りがしの後) 

「Advanced」 一 「Reset Configuration Data」 一 「Yes」 
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設定内容のセーブ関連 


BIOS の設定内容を保巧して終了ずる 

「 Exit 」 一 「Exit saving Changes 」 

変更した BIOS の設定を破棄して終了ずる 

「 Exit 」 一 「Exit Discarding Changes 」 

BIOS の設定をデフォルトの設定に戻ず 

「 Exit 」 一 「Load Setup Defaults 」 

カスタムデフォルト値を□ー ドずる 

「 Exit 」 一 「Load Custom Defaults 」 

現在の設定内容をカスタムデフォルト値として保存ずる 

「 Exit 」 一 「Save Custom Defaults 」 

変更した BIOS の設定を破棄ずる 

「 Exit 」 一 「Discard Changes 」 

現在の設定内容を保をずる 

「 Exit 」 一 have Changes 」 


Wake ON LAN についての注意事項 

ACON 直後は、リモート PowerON / OFF 機能 ( WakeONLAN ) は使用できません。一旦、 
Windows 2003を起動し、 W 下の設定を行いシャットダウンしてくださし、その後は 、 AC 
OFF しない限り、リモート Power ON / OFF 機能を利用できます。 

[スター ト]^ [管理ツール]一〔コン ピュータの 管理] 

デバイスマネージャを違択し、ネ、ソトワークアダプタ配下の Intel (の PRO /1000 E 目 
Network Connection with I/O Aceleration # n をダブルクリックし、[詳細設定]のタブか 
らじ(下を設定してください。 

PME をオンじする：〔オン] 

Wake On 設定 ： [Magic Packet ] 
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パラメータと説明 


SETUP には大きく 6種類の^ニューがあります。 

• Main メニュー 

• Advanced メニュ ー 

• Security メニュ ー 

• Server メニュ ー 

• Boot メニュ ー 

• Exit メニュー 

このメニューの中からサブメニューを選択することによって、さらに詳細な機能の設定ができ 
ます。次に画面1こ表示されるメニュー別に設定できる機能やパラメータ、化荷時の設定を説明 
をします。 


Main 

SETUP を起動すると、はじめに Main メニューが表示されます。項目の前に「►」がついてい 
るメニューは、選択してく Ente 「> キーを押すとサブメニューが表示されます D 


PhoenixBIOS Setup UtiLity 



System Time: 

[ 皿 22:32] 

Item Specific Help 


System Date: 

[05/23/2005 ： 

<Tab>, <Shift - Tab>, or 

Hard Disk Pre-DeLay: 

[Disabled] 

<Enter> selects field. 

► Primary IDE Master 

[CD-ROM] 


> Primary IDE Slave 

[None] 


► Secondary IDE Master 

[None] 


► Secondary IDE Slave 

[None] 


► Processor Settings 



Language: 

[English (US)] 



FI Help t I Select Item - / + Change Values F9 Setup Defaults 

Esc Exit •--> Select Menu Enter Select ► Sub-Menu F10 Save and Exit 


Main メニューの画面上で設定できる項目とその機能を示します。 
項目については次の表を参照してください。 
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項目 

パラメータ 

説明 

System Time 

HH:MM:SS 

時刻の設ををしまず。 

System Date 

MM/DD/YYYY 

日付の設ををしまず。 

Hard Disk Pre-Delay 

[Disabled] 

POST 中にネリめて内蔵の八ードディスクドラ 


3 Seconds 

イブにアクセスずる際に八ードディスクド 


6 Seconds 

ライブの準備のための待ち時同を設ちしま 


9 Seconds 

12 Seconds 

15 Seconds 

21 Seconds 

30 Seconds 

ず。 

Primary IDE Master 

— 

それぞれのチャネルに接続されているデパ 

Primary IDE Slave 


イスのクイプを表示しまず0 

Secondary IDE Master 


一部設定を変更できる項目がありますが、 

Secondary IDE Slave 


化荷時の設をのままじしておいて<ださい。 

Processor Settings 

— 

サブメニューを表示します0次ページを参 
照してください。 

Language 

[English(US)] 

Fran が is 

Deutsch 

Espanol 

Italian© 

SETUP で表示ずる言語を選択しまず。 


[]： 出荷時の設定 


W "0 BIOS のパラメータで時刻や日付の設定が正しく設定されているか必ず確認し 
てください。次の条件に当てはまる場合は、運用の前にシステム時計の確認- 
調整をしてください。 

• 装置の輸送後 

• 装置の保管後 

• 装置の動作を保証ずる環境条件（温度：10で〜3已で-湿度： 20%〜 
80%)か5列れた条件下で休止状態にした後 

システム時計は毎月1回程度の割含で確認してくださし、また、高い時刻の精 
度を要ホずるよラなシステムに組み込む場合は、タイムヴーバ （ NTP ヴーパ） 
などを利用して運用ずることをお勧めしまず。 

システム時計を調碧してち時間の経過と巧に著しい遅れや進みが生じる場合 
は、お買い求めの販売店、またはな守サービス会社に保守を巧頼してくだをい。 
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Processor Settings 

Main メニユーで 「Processor Settings 」 を選択すると、下の画面が表示されます。 


PhoenixBIOS Setup Utility 

Main 


Processor Settings 

Item Specific Help 

Processor 

Retest 

晒 ] 


Select 'Yes' , BIOS wiLL 





clear historical 

Processor 

Speed Setting: 

1600 MHz 


processor status and 





retest aL し processors 

Processor 

1 CPUID: 

0F34 


on next boot. 

Processor 

1 L2 Cache: 

4096 KB 



Processor 

2 CPUID: 

0F34 



Processor 

2 L2 Cache: 

4096 KB 



Execute Disable Bit: 

[DisabLed] 



InteL(R) Virtualization Tech: 

[DisabLed] 



Enhanced 

；nteL SpeedStep(R) Tech. : 

[DisabLed] 





▼ 



FI Help t i Select Item - / + Change Values F9 Setup Defaults 

Esc Exit - Select Menu Enter Select ► Sub-Menu F10 Save and Exit 


項目については次の表を参照してください。 


項目 

パラメータ 

説明 

Processor Retest 

[No] 

Yes 

プ□セ、ソサーのエラー情報をクリアし，々 
回起動時にすべてのプ□セ、ソサーに巧して 
テストを行います。このオプションはホ回 
起動時に自動的に「N0」じ切り替わります。 

Processor Speed Setting 

nnn GHz 

プ□セ、ソサーの動作周波数を表示します 
(表示のみ)。 

Processor 1 CPU ID 

数値 (OFxx) 

Disabled 

Not Installed 

数値の場合はプ□セ、ソサ1のにを示しまず。 
「Disabled」 はプ□セ、ソサの故障を示します。 
「Not Installed」 はプ□セ、ソサ1が取り付けら 
れていないことを示します（表示のみ)。 

Processor11-2 Cache 


プ□セ、ソサ1のセカンド（二次）キャッシュ 
サイズを表示しまず（表示のみ)。 

Processor 2 CPU ID 

数値 (OFxx) 

Disabled 

Not Installed 

撒値の場合はプ□セ、ソサ2の ID を示しまず。 
「Disabled」 はプ□セ、ソサの故障を示しまず。 
[Not Installed」 はプ□セ、ソサ2が取り付けら 
れていないことを示しまず（表示のみ)。 

Processor 2 L2 Cache 


プ□セ、ソサ2のセカンド（二次）キャッシュ 
サイズを表示します（表示のみ)。 

Execute Disable Bit 

Enabled 

[Disabled] 

Execute Disable 目 it 機能をサポートしている 
CPU のみ表示されまず。この機能を使用ず 
るかどうかを設走します。 

Intel(R) Virtualization Tech 

岡 sabled] 

Enabled 

インテルプ□セ、ソサーが提供する「仮想化 
巧術」の機能の有効/無効を設定します。 

Enhanced Intel 

SpeedStep(R) Tech. 

岡 sabled] 

Enabled 

Enhanced Intel SpeedStep® テク ノ 〇ジー 
の機能の有効/無効を設定します。 


[]： 出荷時の設定 
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Advanced 

力ーソルを rAdvancedJ の位置に移動させると、 Advanced メニューが表示されます。 
項目の前に「►」がついているメニューは、達択して < Ente 「> キーを押すとサブメニューが表 
示されます。 


PhoenixBIOS Setup Utility 




Item Specific Help 

► Memory Configuration 

► PCI Configuration 

► PenphenaL Conriguration 

► Advanced Chipset Control 


Additional setup 
menus to configure 

Memory devices. 

Boot-time Diagnostic Screen: 

[Disabled ： 


Reset Configuration Data: 

[No] 


NumLock: 

[Off] 


Memory/Processor Error: 

[Boot] 



FI Help I i Select Item - / + Change Values F9 Setup Defaults 

Esc Exit * » Select Menu Enter Select ► Sub-Menu F10 Save and Exit 


項目については次の表を参照して < ださい。 


項目 

パラメータ 

説明 

Memory Configuration 


サブメニューを表示します0次ページを参 
照してください。 

PCI Configuration 


サブメニューを表示しまず0166ページを参 
照してください。 

Peripheral Configuration 


サブメニューを表示します。168ページを参 
照してください。 

Advanced Chipset Control 


サブメニューを表示します0169ページを参 
照してください。 

Boot-time Diagnostic 

Screen 

[ Disabled ] 

Enabled 

起動時の自己診断 ( POST ) の実行画面を表 
示させるか、表示させないかを設定しまず。 
「 Disabled 」 じ設定すると、 POST の間、 

「 NEC 」 □ゴが表示されまず。（ここでく Esc > 
キーを押すと POST の実巧画面に切り替わり 
ます。） 

Reset Configuration Data 

[ No ] 

Yes 

Configuration Data ( POST で記憶している 
システム情報）をクリアするときは 「 Yes 」 
に設走します。システムの起動後にこのパ 
ラメークは「 N 0」に切り替わりまず。 

NumLock 

On 

[ Off ] 

システム起動樹こ Numlock の有効/無効を設 
をしまず。 

Memory/Processor Error 

[ Boot ] 

Halt 

POST 中にメモリや CPU のエラーを横化したと 
きじ POST を中断するかどうかを設定します。 


[]： 化荷時の設定 
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Memory Configuration 

Advanced メニユーで 「Memory Configuration 」 を逞択ずると、と JTF の画面が表示されます。 


PhoenixBIOS Setup Utility 

Advanced 


Memory Connguration 

Item Specific Help 

System Memory: 

601 KB 

Determines which type 

Extended Memory: 

1047040 KB 

of tests wiL L be 



performed on 

DIMM Group #1 Status 

Normal 

extended memory 

DIMM Group #2 Status 

Normal 

(above 1M). 

DIMM Group #3 Status 

Norma し 


DIMM Group #4 Status 

Normal 


DIMM Group #5 Status 

Normal 


DIMM Group #6 Status 

Norma し 


Memory Retest : 

Jfflh 


Extended RAM Step: 

: Disabled] 


Memory RAS Feature: 

[InterLeave] 


Sparing: 

: Disabled] 



F1 Help T i Select Item - / + Change Values F9 Setup Defaults 

Esc Exit * > Select Menu Enter Select ► Sub-Menu F10 Save and Exit 


項目については次の表を参照してください。 


頂 目 

パラメータ 

説明 

System Memory 

— 

本体内蔵の基本メモリ容量を表示します。 

Extended Memory 


OS で使巧巧能なメモリの総容量を表示しま 
す（表示のみ)。 

DIMM Group # 1 - #6 Status 

Normal 

Disabled 

Not Installed 

メモリの現在のが態を表示しまず。 

「 Normal 」 はメモリが正常であることを示し 
まず。 「 Disabled 」 は故障していることを、 
「Not Installed 」 はメモリが取り付けられて 
いないことを示します（表示のみ)。 

表示と DIMM ソケットは次のようじ对応して 
いまず。 

Group #1 : DIMM # り、#21 

Group #2: DIMM #31、#41 

Group #3: DIMM #12、 #22 

Group #4: DIMM #32、 #42 

Group #5; DIMM #13、 #23 

Group #6: DIMM #33、 #43 
なお、本装置に搭載される DIMM はインター 
リーブタイプのため2枚で1組として構成さ 
れています。 

Memory Retest 

[ No ] 

Yes 

メモリの エラー 情報をクリアし、次◎起動 
時じずベての DIMM に対してテストを巧いま 
す。このオプションは次回起動後に自動的 
じ 「 No 」 じ切り替わりまず。 

Extended RAM Step 

1 MB 

1 KB 

Every Location 
[ Disabled ] 

riMBJ は 1 M 単位にメモリテストを巧いま 
ず。 「1 K 巨」は 1 K 単位に;モリテストを巧い 
まず 。 [Every Location 」 はすべてじメモリ 
テストを巧いまず0 メモリテスト中はス 
ペースキーのみ有効となり < F 2>、 く F 4>、 
< F 12>、 く Esc > キーは無視されまず。 
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項目 

パラメータ 

説明 

Memory RAS Feature 

[ Interleave ] 

Mirror 

搭載しているメモリを一般のちまで運用ず 
る （ Interleave ) か、メモリミラーリング機 
能を使巧する （ Mirror ） を選択しまず。 

機能の詳細じついては「火モリミラーリン 
グ機能」 （142 ページ）を参照してください。 

Sparing 

[ Disabled ] 

Enabled 

オンラインスペアメモリ機能の有効/無効を 
設ちします。機能の詳細については「オン 
ラインスペアメモリ機能」 （144 ページ）を 
参照してください。 


[]： 化荷時の設定 








1 巨巨 システム己の S のセツトアップ （ SETUP ) 


PCI Configuration 

Advanced メニューで [PCI Configuration 」 を選択ずると、下の画面が表示されます。項 
目の前に「►」がついているメニューは、違択して < Ente 「> キーを押すとサブメニューが表示 
されます。 


PhoenixBIOS Setup Utility 

Advanced 


PCI Configuration 

Item Specific Help 

► Onboard Video ControLLer 

Additional setup 

► Onboard LAN 


menus to configure 



onboard Video 

PCI Slot 1Option ROM 

[Enabled] 

controLLer. 

PCI Slot 2 Option ROM 

[Enabled] 


PCI Slot 3 Option ROM 

[Enabled] 


PCI Slot 4 Option ROM 

[Enabled] 


PCI Slot 5 Option ROM 

[Enabled] 



FI Help t i Select Item - / + Change Values F9 Setup Defaults 

Esc Exit -- 一 Select Menu Enter Select k Sub-Menu FI 日 Save and Exit 



項目 I こついては次の表を参照してください。 


項目 

パラメータ 

説明 

PCI Slot 1- 已 Option POM 

[ Enabled ] 

Disabled 

PCI ス□'ソトじ接統されているデバイス 
(ボード）じ搭載されている己の S の有交力/無 
タカを設をサるサブメニューを表示しまず。 
グラフィックスアクセラレータボードを取 
りがける際や.取り付けようとしている 
ディスクアレイコント□-ラおよび SCSI コ 
ント□ーラなどに 0 S がインス1'ールされて 
いる八ードディスクドライブをお続する際 
じはそのス□ットを 「 Enabled 」 じ設をして 
<ださい。 オプション ROM 团 OS を搭載し 
た LAN コント□ー ラボードを使用していて、 
このボードか6ネットワークプートをしな 
いときは 「 Disabled 」 にしてくた‘さい。オプ 
ション ROM の展晶を無効にずることじより， 
メモリの消費を防ぎ，起動時間を短縮させ 
ることができます。 


[]： 出荷時の設定 


Onboard Video Controller 


項目じついては次の表を参照してください。 


項目 

パラメータ 

説明 

VGA Controller 

Disabled 

オンボード上のビデオコント□ーラの有効/ 


[ Enabled ] 

お交力を設をしまず。 

Onboard VGA Option ROM 

[ Auto ] 

オンボード上のビデオコント□ーラの ROM 

Scan 

Force 

展開を自動[こするか強制的じずるかを選択 
しまず。 


[]： 出荷時の設定 
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Onboard LAN 


項目については) 欠の表を参照して<ださい。 


項目 

パラメータ 

説明 

LAN Controller 

Disabled 

[ Enabled ] 

オンボード上のネットワークコント□ーラ 
の有効/お巧を設ちします。 

LAN 1 Option ROM Scan 

[ Enabled ] 

Disabled 

オンボード上のネットワークコントローラ T 
の BIOS の展開の有効/無効を設走しまず。 

LAN 2 Option ROM Scan 

[ Enabled ] 

Disabled 

オンボード上のネットワークコント□-ラ2 
の BIOS の展開の有効/無効を設走しまず。 


[]： 化荷時の設定 
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Peripheral Conriguration 

Advanced メニューで 「Peripheral Configuration 」 を違択すると、下の画面が表示されま 
ず。項目の前に「►」がついているメニューは、達択して < Ente 「> キーを押すとサブメニュ ー 
が表示されます。 


PhoenixBIOS Setup Utility 

Advanced 



FI Help t I Select Item - /+ Change Values F9 Setup Defaults 

Esc Exit * • Select Menu Enter Select ►Sub-Menu F10 Save and Exit 


項目については次の表を参照してください。 


割り込みやべース I / O アドレスび他と重複しないようにま意してください。設 
置3 定した値が他の U ソースで使巧されている場合は黄色の「*」が表示されまず。 
黄色の「*」が表示されている I 頁目は設定し直してください。 


頂目 

バラメータ 

説明 

Serial Port A 

Disabled 

[ Enabled ] 

シリアルポート A を使用するかどうかを指定 
します。 

Base I/O Adress 

[3 F 引 

2 F 8 

3 E 8 

2 E 8 

シリアルポート A じ割り当てる I/O アドレス 
を指をします。 

Interrupt 

IRQ 3 
[IRQ 4] 

シリアルポート A じ割り当てる割り込みを指 
定:します。 

Serial Port 巨 

Disabled 

[ Enabled ] 

シリアルポート巨を使用するかどうかを指定： 
します。 

Base I/O Adress 

3 F 8 
に F 引 

3 E 8 

2 E 8 

シリアルポート巨に割り当てる I/O アドレス 
を指をしまず。 

Interrupt 

[IRQ 3] 

IRQ 4 

シリアルポート巨に割り当てる割り込みを指 
定しまず。 

USB 2.0 Controller 

Disabled 

[ Enabled ] 

USB 2.0 機器の有効/無効を設定します。 

Parallel ATA 

Disabled 

[ Enabled ] 

パラレル ATA の有効/無タカを設ちします。 


[]: 出荷時の設を 
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Advanced Chipset Control 


Advanced メニユーで 「Advanced Chipset Control 」 を達択すると、下の画面が表示されます。 


PhoenixBIOS Setup Utility 

Advanced 


Advanced 

Chipset Control 

Item Specific HeLp 

Multimedia Timer: 

1 1 もトト 11 去 n 

EnabLes/DisabLes 

Intel (R) I/OAT: 

[Disabled ： 

Multimedia TimerCHPET). 

Wake On LAN/PME: 

[EnabLed] 


Wake On Ring: 

[DisabLed] 


Wake On RTC Alarm: 

[Disabled ： 



FI Help t i Select Item - / + Change Values F9 Setup Defaults 

Esc Exit - - Select Menu Enter Select ► Sub-Menu F10 Save and Exit 


項目については次の表を参照して < ださい。 


項目 

パラメータ 

説明 

Multimedia Timer 

[Disabled] 

Enabled 

マルチメディアに巧応ずるためのクイマー 
の有効/お巧を設ちしまず。 

Intel(R) I/OAT 

[Disabled] 

Enabled 

Intel I/O アクセラ レーシヨ ンテクノ□ジ機能 
の有効/無効の設定をします。 

Wake On LAN/PME 

Disabled 

[Enabled] 

ネットワークを介したリモートパワーオン 
機能の有効/お巧を設をしまず。 

Wake On Ring 

[Disabled] 

Enabled 

シリアルポートを介したリモートパワーオ 
ン機能の有効/無効を設定します。 

Wake On RTC Alarm 

[Disabled] 

Enabled 

リアルクイムク□ックを利巧したスケ 
ジユーリングパワーオン機能の有効/無効を 
設ちしまず。 


[]： 出荷時の設定 


wO Wake On LAN / PME、Wake On Rin 邑機能のご利用環境において、本体へ 
Bto の AC 電源の供給を停止した場合、 AC 電源の供給後の最初のシステム起動には 
Wake On LAN / PME、Wake On Rin 呂機能を利用ずることびできません。 
POWER スイッチを押下してシステムを起動してください。 AC 電源の供給を 
停止した場合、次回の DC 電源の供給までは電源管理チップ上の Wake 
OnLAN / PME、Wake On Rin 呂機能が有効となりません。 
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wO Wake ON LAN についての注意事項 

Bto AC ON 直後は、リモート Power ON/OFF 機能 (Wake ON LAN) は使用でき 
ません。一旦、 Windows 2003を起動し、 W 下の設定を行いシャットダウン 
してください。その後は、 AC OFF しない限り、リモート Power ON/OFF 機 
能を利用でさまず。 

[スタート]一[管理ツール]一[コンピュータの管理] 

デバイスマネージャを選択し、ネットワークアダプタ配下の Intel(R) PRO/ 
1000 EB Network Connection with I/O Aceleration #n を夕’ブルク 
U ックし、[詳細設定]のタブか 5iy 下を設定してください。 

PME をオンにずる：[オン] 

Wake On 設定： [Ma 留 c Packet] 
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Security 

力ーソルを 「Security」 の位置に移動させると、 Security メニューが表示されます。 


PhoenixBIOS Setup Utility 
I Security 


Supervisor Password Is: 

User Password Is: 

Clear 

Clear 

Item Specific Help 


Set Supervisor Password: 

rfBHIHi 

Supervisor Password 
controls access to the 

Set User Password: 

[Enter] 

setup utiLity. 

Password on boot: 

[Disabled] 


Fixed disk boot sector: 

[Normal] 


Power Switch Inhibit: 

[Disabled] 



FI Help t i Select Item - / + Change Values F9 Setup Defaults 

Esc Exit * * Select Menu Enter Select ► Sub-Menu F10 Save and Exit 


Set Supervisor Password もしくは Set User Password のどちらかでく Ente「> 丰一を押ずと 
パスワードの登録/変更画面が表示されます。 

ここでパスワードの設定を巧いまず。 


• 「User PasswordJ は 、 「Supervisor Password ! を設定していない 
と設定できません。 

• OS のインス I ル前にパスワードを設定しないでください。 

• パスワードを忘れてしまった場合は、保守サービス会社までお問い合せ 
ぐださい。 


各項目については次の表を参照してください。 


項目 

パラメータ 

説明 

Supervisor Password Is 

Clear 

スーパーパイザパスワードの設を状態を示 


Set 

しまず。 

User Password Is 

Clear 

Set 

ユーザーパスワードの設を巧態を示しまず。 

Set Supervisor Password 

8 文字までの英数字 

く Ente にキーを押すとスーパーバイザのパス 
ワード入力画面じなりまず。このパスワー 
ドでずべての SETUP メニュー[こアクセスで 
きまず。この設をは、 SETUP を起動したと 
きのパスワードの入力で 「Supervisor」 で 
□グオンしたときのみ設走できます。 

Set User Password* 

8 文字までの奠数字 

<Enter> キーを押すとユーザーのパスワード 
入力画面じなります。このパスワードでは 
SETUP メニューへのアクセスが制限されま 
ず。 
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項目 

バラメータ 

説明 

Password on boot * 

岡 sabled ] 

Enabled 

起動時にパスワードの入力を巧う/行わない 
の設定をしまず。先じスーパーパイザのパ 
スワードを設定する必要があります。もし、 
スーパーバイザのパスワードが設定されて 
いて、このオプションが無効の場合は BIOS 
はユーザーがブートしていると判断します。 

Fixed disk boot sector 

[ Normal ] 

Write Protect 

八ードディスクドライプのブートセクタへ 
の書き込みを許巧するか禁止ずるかどうか 
を設をします。 

Power Switch Inhibit 

[ Disabled ] 

Enabled 

パワースイッチの機能を有効にずるか無効 
じずるかを設をしまず。 


rSet Supervisor Password 」 でパスワードを登録したときに指をできまず。 

[]： 化荷時の設を 
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Server 

カーソルを 「Server」 の位置1こ移動させると、 Server メニューが表示されまず。 

Server メニューで設定できる項目とその機能を示しまず。項目の前に「►」がついているメ 
ニューは、選択してく Enter> キーを押ずとサブメニューが表示されます。 


PhoenixBIOS Setup Utility 
Server 


► System Management 


Item Specific Help 


Additional setup menu to 
view server managment 

► Console Redirection 

► Event Log Configuration 

Assert NMI on PERR: 

[Enabled] 

features. 

Assert NMI on SERR: 

[Enabled] 


FRB-2 Policy: 

[DisabLe BSP] 


Boot Monitoring: 

[DisabLed] 


Boot Monitoring Policy: 

[Retry 3 Times] 


Thermal Sensor: 

[Enabled] 


BMC IRQ: 

[IRQ 11] 


Post Error Pause: 

[Enabled] 


AC-LINK: 

[Last State] 


Power On Delay Time: 

: 03 


Platform Event FiLtering: 

[Enabled] 



F1 Help T i Select Item - / + Change Values F9 Setup Defaults 

Esc Exit - - Select Menu Enter Select ► Sub-Menu F10 Save and Exit 


を項目については次の表を参照してください。 


項目 

パラメータ 

説明 

System Management 


サブメニューを表示しまず。175ページを参 
照してください。 

Console Redirection 


サブメニューを表示します。176ページを参 
照してください。 

Event Log Configuration 


サブメニューを表示しまず。177ページを参 
照してください。 

Assert NMI on PERR 

Disabled 

[ Enabled ] 

PCI PERR のサポートを設をしまず。 

Assert NMI on SERR 

Disabled 

[ Enabled ] 

PCI SERR のサポートを設定しまず。 

FRB -2 Policy 

Disable FRB 2 Timer 
Disable BSP 

Do Not Disable BSP 
[Retry 3 Times ] 

FRB レベル2のタイマーに関する設定をしま 
ず。 

Boot Monitoring 

[ Disabled ] 

己 Minutes か 6 

60 Minutes の 5 分単位 

起動監視機能の有効/無効とタイムアウトま 
での時間を設定しまず。この機能を使用ず 
る場合は、 ESM 戶 RO/ServerAgent をインス 
卜ールしてください。 ESMPRO / 

ServerAgent をインストールしていない OS 
から起動する場合じは、この磯能を無効に 
してください。 
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項目 

バ ラメータ 

説明 

Boot Monitoring Policy 

[Retry 3 Times ] 

Retry Service Boot 
Always Reset 

起動監視時にタイムアウトが発生した場合 
の処理を設定します。 

[Retry 3 Times ] に設走ずると、タイムアウ 
卜の発生後にシステムをリセットし、 OS 起 
動を3◎まで試ちします。 

[Retry Service 巨 00 1] に設定すると、タイム 
アウト発生後にシステムをリセットし、 0 S 
起動を3回まで試行しまず。その後、サービ 
スパーティション*から起動を3回試み、3回 
とわ失敗した場合は起動を停止します。 
[Always Reset ] に設定すると、タイムアウ 
卜発生禮じ 0 S 起動を常に試みます。 

* システムにサービスパーティションが存在 
しない場含は、システムパーティションか 
60 S 起動を無限(こ試みまず。 

Thermal Sensor 

Disabled 

[ Enabled ] 

温度センサ監視機能の有効/無効を設定しま 
す。有効じすると、温度の異常を模出した 
場含に POST の終わりでいったん停止しま 
す。 

BMC IRQ 

Disabled 
[IRQ 11] 

己 MC 割り込みの IRQ を設定しまず。 

Post Error Pause 

Disabled 

[ Enabled ] 

POST の実行中にエラーが発生した際に 

POST の終わりで POST をいったん停止ずる 
かどうか設定します。 

AC-LINK 

Stay Off 
[Last State ] 

Power On 

AC リンク機能を設ちしまず。 AC 電源が再度 
供給されたときのシステムの電源の状態を 
設ちしまず（下記参照)。 

Power On Delay Time 

[0] - 255 

DC 電源を ON じするディレイ時間を0砂から 

25日秒の間で設定します。 AC - LINK で 
「Last State 」 または 「 Power 加」じ設定 
している場合に有効となります。 

Platform Event Filtering 

Disabled 

[ Enabled ] 

BMC (ベースボードマネージメントコント 
□ーラ）の通報機能の有効/無効を設定しま 
す。 


[]： 出荷時の設を 


「AC-LINK」 の設定と本体の AC 電源が OFF になってか6再度電源が供給されたときの動作を下 
の表Iこ示します。 


AC 電源 OFF の前の状態 

sn / み 
巧疋 

Stay Off 

Last State 

Power On 

動作中 

Off 

On 

On 

停止中 （ DC 電源も饼愤とき） 

Off 

Off 

On 

強制電源 0 FP 

Off 

Off 

On 


* POWER スイッチを4秒上押し続ける操作でず。強制的に電源を OFF 【こしまず。 


PaI ups を接続している場合は 「 PowerOn 」 に設をします。 

ir お 巧 1)ド5に接続している場合も30秒じ(上経過してから〇^こなるようにスケジュー 
リングの設ををしてください。 
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System Management 

Server メニューで 「System Management 」 を選択し、く Ente にキーを押すと、 W 下の画面が 
表示されまず。 


PhoenixBIOS Setup Utility 
Server 


System Management 

Item Specific Help 

BIOS Version: 

3M28 


ALL items on this menu 


856-125879-001 


cannot be modified in 

Board Part Number: 

000000001234 


user mode. If any 

Board Serial Number: 

[N 8100 -1173] 


items require changes. 

System Part Number: 

1234567 


please consuLt your 

System Serial Number: 

856-060705-001 


system Supervisor. 

Chassis Part Number: 

04 



Chassis Serial Number: 

00-14-85-F5-8A-F0 



Onboard LAN1 MAC Address: 

00-14-85-F5-8A-F1 



Onboard LAN2 MAC Address: 

00-14-85-F5-8A-C7 



Management LAN MAC Address: 

30 



BMC Device ID: 

01 



BMC Device Revision: 

00.27 



BMC Firmware Revision: 

00.04 



SDR Revision: 




FI Help t 1 Select Item - / + Change Values F9 Setup Defaults 

Esc Exit < > Select Menu Enter Select ^ Sub-Menu F10 Save and Exit 


項目については次の表を参照してください（すべて表示のみ)。 


項目 

パラメータ 

説明 

BIOS Version 

— 

巨の S のバージョンを表示しまず(表示のみ)。 

Board Part Number 

— 

マザーボードの部品番号を表示しまず(表示 
のみ)。 

Board Serial Number 

— 

マザーボードのシリアル番号を表示します （ 
表示のみ)。 

System Part Number 

— 

本体のコードを表示します(表示のみ)。 

System Serial Number 

— 

本体のシリアル番号を表示します(表示のみ)。 

Chassis Part Number 

— 

匿体の部品番号を表示します(表示のみ)。 

Chassis Serial Number 


匿体のシリアル番号を表示しまず(表示のみ 
)〇 

On board LAN 1 MAC 
Address 


オンボード上のネットワークコント□-ラ1 
の MAC Address を表示しまず(表示のみ)。 

On board LAN 2 MAC 
Address 


オンボード上のネットワークコント□ーラ2 
の MAC Address を表示しまず(表示のみ)。 

Management LAN MAC 
Address 


マネージメントコント□ーラ上のネット 
ワークコント□-ラの MAC Address を表示 
しまず(表示のみ)。 

BMC Device ID 

— 

巨 MC (巨 aseboard Management Controller ) 

のデバイス ID を表示しまず(表示のみ)。 

BMC Device Revision 


巨 MC (巨 aseboard Management Controller ) 

デパイスのレビジョンを表示します(表示の 
み)。 

BMC Firmware Revision 


巨 MCC 巨 aseboard Management Controller ) 
ファームウェアのレビジョンを表示しまず （ 
表示のみ)。 

SDR Revision 

— 

SDR(Sensor Data Record ) のレビジョンを 
表示しまず(表示のみ)。 

PIA Revision 

— 

PIA(Platform Information Area ) のレビジョ 
ンを表示しまず(表示のみ)。 
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Console Redirection 

Server ^ ニューで 「Console Redirection 」 を選択し、く Ente にキーを押すと、 W 下の画面が 
表示されます。 


PhoenixBIOS Setup Utility 
Server 



FI Help t i Select Item - /+ Change Values F9 Setup Defaults 

Esc Exit ■< * Select Menu Enter Select ► Sub-Menu F10 Save and Exit 


項目 I こついては次の表を参照してください。 


項目 

パラメータ 

説明 

BIOS Redirection Port 

脚 sabled ] 

Serial Port A 

Serial Port 巨 

コンソール端ホが接続されているシリアル 
ポートを設をしまず。 

ACPI Redirection Port 

岡 sabled ] 

Serial Port A 

Serial Port 巨 

OS 動作中に使巧するコンソール端ホが接続 
されているシリアルポートを設をします。 

Baud Rate 

9600 

[19.2 k ] 

38.4 k 

57.6 k 

115.2 k 

コンソール端末との通信速度（ボーレート） 
を設をします。 

Flow Control 

None 

XON/XOFF 
に TS / RTS ] 

CTS/RTS + CD 

フ□一制がのちまを設をしまず。 

Terminal Type 

PC ANSI 
[VT 100+] 

VT - UTF 8 

ターミナル端末の種別を選択します。 

Remote Console Reset 

|； Disabled ] 

Enabled 

コンソール端ホか6リセツトコマンドの有 
タカ/無巧を設をしまず。 


[]： 出荷時の設定 
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EventLog Configuration 

Server メニユーで [Event Log Configuration 」 を違択し、 < Enter > キーを押すと、下の画 
面が表示されます。 


PhoenixBIOS Setup UtiLity 
Server 


Event Log Configuration 

Item Specific Help 

Clear aLL Event Logs: 

The system event Log 

MiLL be cleared if 
selecting "Yes". 


FI Help t 1 Select Item - / + Change Values F9 Setup Defaults 

Esc Exit - - Select Menu Enter Select ► Sub-Menu F10 Save and Exit 


項目については次の表を参照して < ださい。 


項目 

パラメータ 

説明 

Clear all Event Logs 

Enter 

< Enter > キーを巧すと確認画面が表示され， 
「 Yes 」 を還ぶと保をされている エラー □グ 
を初期化しまず。 
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Boot 

力ーソルを 「 Boot 」 の位置に移動させると、起動順位を設定する Boot メニューが表示されま 
ず。 


PhoenixBIOS Setup Utility 



1 

USB CDROM: 

Item Specific Help 

2 

IDE CD: MATSHITATADVD-ROM SR-8589-(S 


3 

USB FDC: 

Keys used to view or 

4 

USB KEY: 

configure devices: 

5 

IDE HDD: WDC WD800JD-19LSA0-(S1) 

Up and Down arrows 

6 

IDE SCSI: 

select a device. 

7 

PCI BEV: IBA GE Slot 0700 v0007 

<+> and <-> moves 

8 


the device up or down. 


USB HDD: 

<x> exclude or incLude 


PCI BEV: IBA GE Slot 0701 v0007 

the device to boot. 



<Shift + 1> enables on 



disables a device. 


F1 Help T i Select Item - / + Change Values F9 Setup Defaults 

Esc Exit * * Select Menu Enter Select ► Sub-Menu F10 Save and Exit 


システムは起動時にこのメニューで設定した順番にデバイスをサーチし、起動ソフトウエアを 
見つけるとそのソフトウエアで起動します。 

<t >キー/< i >キー、<+>キ ー/<-> キーで起動デバイスの優先順位を変更できます。 

各デバイスの位置へ< t >キー/< i >キーで移動させ、<+>キー/<一>キーで優先順位を変更 
できます。 


EXPRESSBUILDER を起動ずる場合は、上図に示ず順まに設定してくださ 
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Exit 

力ーソルを 「Exit」 の位置に移動させると、 Exit メニューが表示されます。 



このメニューの各オプションについて trR こ説 S 月します。 

• Exit Saving Changes 

新たに達択した内容を CMOS メモリ（不揮発性メモリ）内に保有して SETUP をおわらせ 
る時に> この項目を逞択します。 Exit Saving Changes を逞択すると、確認の画面が表示 
されます。ここで、 「Yes」 を逞ぶと新たに選択した内容を CMOS メモリ内に保をして 
SETUP を終了し、システムは自動的にシステムを再起動しまず。 

• Exit Discarding Changes 

新たに達択した内容を CMOS メモリ（不揮発性メモリ）内に保有しないで SETUP を終わ 
6せたい時に、この項目を還択しまず。 

次に 「Save before exiting?」 の殖認画面が表示され、ここで、 「No」 を違択すると、変 
更した内容を CMOS メモリ内に保存しないで SETUP を終了し、ブートへと進みまず。 
rvesj を違択すると変更した内容を CMOS メモリ内に保存して S 口 UP を終了し、自動的 
にシステムを再起動します。 

• Load Setup Defaults 

SETUP のすベての値をデフォルト値に戻したい時に、この項目を違択します。 Load 
Setup Defaults を選択すると、殖認の画面が表示されます。ここで、 「Yes」 を運択する 
と' デフォルト値に戻ります。 「No」 を選択すると Exit メニューの画面に戻ります。 

• Load Custom Default 

このメニューを達択して <Ente「> キーを押すと、保有しているカスタムデフォルト値を 
□—ドします。 

• Save Custom Default 

このメニューを達択して <Ente「> キーを押すと，現在設定しているパラメータをカスタム 
デフォルト値として保をします。保をされると、 Load Custom Defaults メニューが表示 
されます。 
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• Discard Changes 

今まで変更した内容を玻棄し、 SETUP を起動ずるじ(前の設赶こ房しまず。 

• Save Changes 

今まで変更した内容を保ちし、 SETUP を続けまず。 
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■ J セットとク IJ ア 


本装置が動作しな < なったときや BIOS で設定した内容を化荷時の設定に戻すときに参照して 
ください。 


IJ セツ 


2とおりの方法があります。 


• ソフトリセット 

0S が起動する前に動作しなくなったときは、 <Ct「l> キーと <Alt> キーを押しながら、 
<Delete> キーを押してください。リセ、ソトを実行します。 


リセットは、本装置の DIMM 巧のメモリや処理中のデータをずべてク U アして 
■to しまいまず。 A ングアップしたときな列で U セットを行うときは、本装置びな 
にを処理していないことを確認してください。 


• A - ドリセット 

本装置前面にある RESET スイッチを押 
してください。本装置がリセ、ソトされ 
まず。 



巧制電源 OFF 


os から本装置をシャットダウンできなく 
なったときや、 POWER スイ、ソチを押しても 
電源を OFF にできなくなったときセット 
が機能しないときなどに使用します。 

本装置の POWER スイッチを4秒ほど押し続 
けてください。電源が強制的に OFF になりま 
す。（電源を再び ON にするときは、電源 OFF 
か6が)10秒ほど待ってか6電源を0 N にし 
てください。） 


POWER スイッチ 
を4秒 W 上押ず 



，■〇 リモートパワーオン機能を植巧してし、る場合は、一度、電源を ON にし直して、 
邑3 0 S を起動させ、正常な方まで電源を OF 円こしてください。 
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CMOS メモリ•パスワードのクリア 


本装置が持つセットアップユーティリティ 「SETUP」 では、本装置内部のデータを第兰者か 
6保畫するために独自のパスワードを設定することができます。 

万一、パ スワー ドを忘れてしまったときなどは、ここで説明ずるち法でパ スワー ドをクリアす 
ることができます。 

また、 CMOS メモリじ保存されている内容をクリアする場合も同様の手順で行います。 


• CMOS メモ U の巧容をク U アずると SETUP の設定内容びずべての期値 

■to の設定に戻りまず。 

• CMOS をク U アしたをは、 SETUP を起動し、必ず 「Load Setup 
Defaults ] でデフオルト値を□—ドした後 、 「Memory RetestJ と 
「Processor RetestJ を実行してください。操作については 「BIOS 
のセットアップ」を参照してください。 


パスワード/ CMOS メモリのクリアはマザーボード上のコンフィグレーションジャンパスイツ 
チを操作して巧います。ジャンパスイ、ソチは下圏の位置にあります。 


その他のジャン/む D 設定は変更しないでください。本装置の故障や誤動作の原 
因となりまず。 
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それぞれの内容をクリアするち法を次じ示します。 


警告 


AA 



装置を安全にお使いいただくために;夕のま意事項を必ずお守りください。人が巧じす 
る、または重傷を賃うおそれびありまず。詳しくは、 iii ぺージな降の説明をご覧くだ 
さい。 

• 自分で分解-修理-改造はしない 

• U チウムバッテリを取り外さない 

• プラグを差し込んだまま取り巧わない 


A 注意 


装置をを全にお使いいただくために;夕のま意事項を必ずお守りください。义傷やけが 

瓜爪 

などを負ラおそれや物的損害を負ラおそれがありまず。詳しくは、 Ni ページ ly 降の説 
明をご覧ください。 

為 A 

Q 

• 吕人け下で持ち上げない 
• 中を半端に取り付けない 
• カバーを外したまま取り付けない 
• 指を巧まない 

• 戶旧:モ音 

• ラックが不ま定な状態でデバイスをラックか5引を出さない 

• 複数台のデバイスをラックか5引き出した状態にしない 



CMOS メモリのクリア 

1. 日7ぺージを参照して準備をする。 

2. サイドカバーを取り外す （98 ぺージ参照)。 

3. ク U アしたい機能のジャンノ くスイッチの位置を確認ずる。 

4. ジャンバスイッチの設定を変更する。 

前ページの図を参照してください。 

wO ク U ップをなくさないようを意して<ださい。 


已.已砂ほど待って元の位置に戻す。 

6. 取り外した部品を元に組み立てる。 

7. 電源コードを接続して本体の電源を ON にする。 

8. <巧>キーを巧して BIOS SETUP ユーティリティを起動し、 Exit メニューか5 
「Load Setup Defaults 」 を実行ずる。 

9. 本装置を元どおりに組み立てて POWER スイッチを押ず。 


















184 リセットとクリア 


パスワードのクリア 

1. 日7ぺージを参照して準備をする。 

2. サイドカバーを取り外ず（日8ページ参照)。 

3. クリアしたい機能のジャンバスイッチの位置を確認する。 

4. ジャンバスイッチの設定を変更ずる。 

182ぺージの図を参照してください。 

已.サイドカバーを取り付ける。 

6. 電源コードを接続して本体の電源を ON にする。 

じ(下の エラーメ、ソセー ジで POST が停止し ます。 

ERROR 

8151 Password Cleared By Jumper 
Press < F1> to resume' <F2> to Setup 

7. 電源を OFF にし、手順 4 にて変更したジャンバスイッチの位置を元に戻す。 

8. 本装置を元どおりに組み立てる。 
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割り込みラインと I / O ポートアドレス 

割り込みラインや I/O ポートアドレスは、化荷時に次のように割り当て6れています。オプシヨ 
ンを増設するときなどに参考にしてください。 

• 割り込みライン 

化荷時では、次のように割り当て6れています。 


IRQ 

周辺機器（コント □— ラ） 

IRQ 

周辺機器（コント □ ーラ） 

0 

システムタイマ 

9 

ACPI 

1 

— 

10 

PCI 

2 

— 

11 

BMC 

3 

COM2 シリアルポート 

12 

- 

4 

C0M1 シリアルポート 

13 

数値演算プ □セ、ソサー 

己 

PCI 

14 

プライマリ IDE 

6 

— 

15 

セカンダリ IDE 

7 

— 

16 

PCI 

8 

リアルタイムク□ック 

- 

- 


• I/O ポートアドレス 

本装置では、 I/O ポートアドレスを次のようじ割り当てています。 


アドレス -1 

使用チップ '2 

00-1F 

DMA コント□-ラ 

20 -2D 

割り込みコント□ーラ 

2E -2F 

スー パーン〇コンフイグレーシヨン 

30-31 

割り込みコント□ーラ 

34-35 

割り込みコント□ーラ 

38-39 

割り込みコント□ーラ 

3C-3D 

割り込みコント□ーラ 

40-43 

タイマ/コント□-ラ 

4E -4F 

スー パーン〇コンフイグレーシヨン 

50-53 

タイマ/カウンタ 

61 

NMI 

62 

LPC リザーブ 

63 

NMI 

70-77 

NMI/ リアルタイムク□ック 

80-91 

DMA コント□-ラ 

92 

ポート 92 

93-9F 

DMA コント□-ラ 

A0-A1 

割り込みコント□ーラ 

A4-A5 

割り込みコント□ーラ 

A8-A9 

割り込みコント□ーラ 






































186 割り込みラインと i /0 ポートアドレス 


アドレス >1 

使用チップで 

AC-AD 

割り込みコント□ーラ 

巨 0 -B1 

割り込みコント□ーラ 

巨 2 -巨 3 

アドバンスドパワーマネージメント 

巨 4 -巨己 

割り込みコント□ーラ 

巨 8 -巨 9 

割り込みコント□ーラ 

巨 C-BD 

割り込みコント□ーラ 

C0 -DF 

DMA コント□-ラ 

F0 

コプ□セ、ソサーエラー 

F1-FF 

論巧デバイスコンフィグレーション 

170- 177 

IDE セカンダリパスコント□-ラ 

1F0 -1F7 

IDE プライマリバスコント□ーラ 

2F8 - 2FF 

シリアルポート 2 

376 

IDE セカンダリパスコント□-ラ 

3F0-3F 已 

フ□ッピーディスクドライブ 1 

3F6 

IDE プライマリバスコント□ーラ 

4D0 -4D1 

割り込みコント□ーラ 

CA2-CA3 

BMC SMS インタフェース 

CA4 - CA5 

BMC SMS インタフェース 

CF8- CF 己 

PC ロンフィグレーションアドレス/リセットコント□-ル (CF9) 

CFC- CFF 

PCI コンフィグレーションデータ 


-1 16 進数で表記しています。 

巧 PCI デバイスの I/O ポートアドレスは PCI デバイスの種類や数じよって任意に設定されま 


す。 
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RAID コンフイグレーシヨン 

ここでは本体標準装備の RAID コント□-ラ （LSI Embedded MegaRA の™)を使用して内蔵 
八ードディスクドライブをディスクアレイドライブとして運用するための方法について説巧 
します。オプションのディスクアレイコント□-ラを使用した RAID の構築ちまについては、 
オプションじ添付の説明書を参照して < ださい）。 

Disk 増設ユニットに搭載した八ードディスクドライブをディスクアレイドライブとして運用 
する場合については、オプションのディスクアレイコント□-ラが'必要でず。詳しくはディス 
クアレイコント□-ラまたは Disk 増設ユニットに添付の説明書を参照してください。 


RAID レベルの選択 


本装置内蔵のマザーボードにある RAID コント□-ラを使巧してディスクアレイ （RAIDO また 
は RAID1) を構築ずることができます。 

構築に'必要となる機器は SCSI 八ードディスクドライブです。 

• RAIDO ( ストライピング） 

2〜4台の八ードディスクドライブに対してデータを分散して記録ずる方まです。このち 
まを「ストライピング」と呼びます。八ードディスクドライブへ処理を分散させること 
により八ードディスクドライブ単体で使用しているときに比べディスクアクセス性能を 
向上させることができます。 


• データを複数台の A - ドディスクドライプに分設して記録しているため 
アレイを構巧している八ードディスクドライブび1台でも故障ずると 
データの復旧はできません。 

• アレイの論理容量は、接病された八ードディスクドライプの整数倍とな 
りまず。 


• RAID 1 (S ラーリング） 

2台の八ードディスクドライブに対して同じデータを記録する方法です。この方法を「ミ 
ラーリング」と呼びます。データを記録するときに同時に2台の八ードディスクドライブ 
に記録するため、使用中に片方の八ードディスクドライブが故障してももラ片方の正常 
な八ードディスクドライブを使用してシステムダウンすることなく継続して運用するこ 
とができます。 


• データを吕台の A - ドディスクドライブへ同時に U - ド/ライトしている 

置3 ため、を体ディスクに比べてディスクアクセス性能は装りまず。 

• アレイの論理容量は、接続されたけードディスクドラィブ1台と同じと 
な0まず。 




RAID10(RAID1 のスバン） 

RAID 10 (RAID1 のスパン）は RAIDO および RAID1 の組み合わせです。データをを八ード 
ディスクドライブへ「ストライピング」で分割し「ミラーリング」で記録します。 
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八ードディスクドライブの取り付け 


本体に2台 t (上の八ードディスクドライブを取り付けてください。取り付け手順じついては、 
「3.5インチ八ードディスクドライブ」 （101 ぺージ）を参照してください。 


取り付ける A — ドディスクドライブは同じ回転速度のものを使巧してくださ 
し1。また、 RAID 1 を構築ずる場合は、同じ容量の A - ドディスクドライプを 
使用ずることをお勧めしまず。 


RAID のち効化 


取りがけた2台じ(上の八ードディスクドライブは、単一の八ードディスクドライブか、 RAID ド 
ライブのいずれかで使用することができます。 

RAID ドライブとして構築するためには、マザーボード上の RAID コンフィグレーションジャン 
パの設定を変更してください。 

出荷時の設をでは、単ーハードディスクドライブとして使用するように設まさ 
だ fc 巧れています （ BTO (工場組入出荷)にて RAID を指をされた場合をのぞく）。 



装置をを全にお使いいただくために次のミ主意事項を必ずお守りください。人が死 t ： ず 
る、または重傷を負うおそれがありまず。詳しくは、 iii ぺージ W 降の説明をご覧くださし、。 

• 自分で分解-修理-改造はしない 

• リチウムバッテリを取りがさない 

• プラグを差し込んだまま取り扱わない 
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A ミち意 


A\ 
A A 


Q 


装置をま全にお使いいただくために;夕のま意事項を必ずお守りください。义傷やけが 
などを負ラおそれや物的損喜を負ラおそれがありまず。詳しくは、 iii ページ ly 降の説 
明をご覧ください。 


• 吕人 ly 下で持ち上ばない 

• 中途半端に取り付けない 

• カバーをがしたまま取り付けない 

• 指を挟まない 

• 高;曰す焉 

• ラックが不安定な状態でデバイスをラックか目引き出さない 

• 複数台のデバイスをラックか5引き出した状態にしない 


1. 97ページを参照して準備をする。 

2. サイドカバーを取り外す （98 ぺージ参照)。 

3. ジャンノ くスイッチの位置を確認する。 

4. ジャンノ くスイッチの設定を変更する。 



RAID コンフィグレーション 
ジャン パ 


12 3 

Imol 

12 3 

lomi 

R 冉 ID 構成 
無効 

RAID 構ぶ 
有効 


背面側 


マザーボード 


前面側 


已.取りがした部品を元に組み立てる。 
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RAID ユーテイリテイの起動と終了 


本体標準装備の RAID コント□ーラ (LSI Embedded MegaRAID™) に対するコンフイグレー 
シヨンツールは 「LSI Software RAID Setup Utility」 です。 



本 ディスクアレイコントローラのコンフィグレーシヨンユーティリティは 本 
体 装置で サポートしている DianaScope のリモートコンソール 機能では動作し 
ません。 


ユーティリティの起動 

1. 本体装置の 電源投入後、次におず画面が表おされた時に、 < Esc > キーを巧す。 

POST の画面が表示されまず。 


NEC 

Press <ESC> to view diagnostic message 

Press <F2> to enter Setup, <F4> Service Partition, <F12> Network 

2. POST 画面で、し U 下の表おを確認した S 、< Ct 「 l >+< M > キーを巧ず。 


LSI Logic SoftwareRAID BIOS Version xxxxxx 
LSI Logic MPT RAID Found at PCI 巨 as No:xx Dev No:xx 
Scaning for Port 00 Responding xxxxxxxx xxxxM 巨 
Standard FW xxx DRAM=128M 目 (SDRAM) 

XX Logical drive(s) Configured 

Press <Ctrl><M> to Run LSI Logic Software RAID Setup Utility 


ユーティリティが起動し、じ(下に示す TOP メニューを表示します。 


LSI Software RAID Configuration Utility TOP メニユ ー (Management M 刖 u) 画面 

LSI Software RAID Configuration Utility Ver xxx 


— Management Menu 

Configure 

Initialize 

Objects 

Rebuild 

Check Consistency 


Configure Logicsl Drive(s) 


Use cursor keys to navigate between items and Press ENTER to select an option 


U 降の操作については、「メニューツリ ー」（192 ぺージ）と rConfiguration Utility 
操作手順」 （194 ページ）を参考に操作および各種設定をして<ださい。 
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ユーティリティの終了 

ユーティリティの TOP メニューで <Esc> キーを押します。 
お認のメッセージが表示されたら 「Yes」 を違択してください。 


Please Press <Ctrl> <Alt> <Del> to REBOOT the system. 


上じ示ず火ソセージが表示されたら、く Ct「l>+ く Alt>+ く Del> キーを押します。 
本体装置が再起動しまず。 




192 RAID コン フイグレーシヨ ン 


メニユ—ツ u — 


ミ凡な 民と 

なも一見 

◊:選択-実行パラメータ•：設をパラメータ-:情報表示 
♦ : □ジカルドライブ生成後設を（変更）可能 


メ ニユー 

説明 

ク Configure 

Configuration 設をを巧う 

冷 Easy Configuration 

Configuration の設定個を値使用） 

分 New Configuration 

Configuration の新規設定 

冷 View/Add Configuration 

Configuration の追が]設定、表示 

分 Clear Configuration 

Configuration のクリア 

^Select Boot Drive 

起動する□ジカルドライブを選択ずる 

ク Initialize 

□ジカルドライプ初期化 

ク Objects 

各種設定 

冷 Adapter 

ディスクアレイコント□—ラ設定 

OSel . Adapter 

アダプタの選が 

♦Rebuild Rate 

30 

参 Chk Const Rate 

30 

♦FGI Rate 

30 

参 BGI Rate 

30 

•Disk WC 

Off 

♦Read Ahead 

On 

参 Bios State 

Enable 

参 Stop on Error 

No 

参 Fast Init 

Enable 

参 Auto Rebuild 

On 

参 Auto Resume 

Enable 

•Disk Coercion 

1 GB 

参 Factoty Default 

デフォルト値じ設を 

冷 Logical Drive 

□ジカルドライプ操作 

OLogical Drives 

□ジカルドライプの選択(複数□ジカルドライブがを在） 

^Initialize 

□ジカルドライプの初期化 

ク Check Consistency 

□ジカルドライブの冗長性チェック 

冷 View/Update Parameters 

□ジカルドライブ情報表示 

- RAID 

RAID レペルの表示 

- SIZE 

□ジカルドライプの容量表示 

- Stripe SIZE 

ストライプサイズの表示 

-槪 ripes 

□ジカルドライプを構成している八ードディスクドライプ数 
を表示 

- State 

□ジカルドライブの巧態表示 

- Spans 

スパンの設を状態表示 

- Disk WC 

ライト丰ヤッシュの設走表示 

Off :机 rite Through On : Write Back 

- Read Ahead 

リードアへ、ソドの設定表示 
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メ ニユー 

説明 

ク Physical Drive 

物理ドライプの操作 

OPhysical Drive Selection Menu 

物理ドライプの選択 

OMake HotSpare 

オートリピルド用ホ、ソトスペアディスクじ設定 

冷 Force Online 

ディスクをオンラインにする 

冷 Force Offline 

ディスクをオフラインにずる 

分 Drive Properties 

八ードディスクドライプ情報の表示 

- Device Type 

デバイス種類 

- Capacity 

容量 

- Product ID 

型番 

- Revision No . 

レビジョン 

ORebu り d 

リビルド実行 

OCheck Consistency 

□ ジカルドライプの冗長性チエック 
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Configuration Utility 操作手順 


Configuration の新規作成/追加作成 



1 . ユーティリティを起動ずる。 

2. T 日 P メニユ ー（ Mana 呂 ement Menu) より、 「 Confi 邑 ure 」 -► 「New 

Confi 邑 uration 」 を選択する。追加作成の場含は、 「 View/add Configuration 」 
を選択する。 



• 「New Configuration 」 で Confi 邑 uration を作成の場合、既をのコン 
フィグレーシヨン情報がクリアされまず。既存のコンフィグレーシヨン 
情報に追加作成の場合は、 rview/add ConfigurationJ を選巧してく 
ださい。 

• 「Easy Confi 居 uration 」 では、 RAID 1 のスパンの作成、□ジカルドライ 
ブ客量の設定ができません 。 「New Confi 呂 uration 」 か 「 View/Add 
ConfigurationJ で作成してください。 
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3. 確認のメッセージ （ Proceed ?) が表示されるので、 「 Yes 」 を選がする。 

SCAN DEV に E が開始され(画面下にスキャンの情報が表示されます)、終了すると、 
「New Configuration - ARRAY SELECTION MENU」 画面が表示されます。 


New Configuration - ARRAY SELECTION MENU 
PORT# 



4. 力ーソル キーで パックしたい八ー ド ディスクドライブにカーソルを含わせ、 

く SPACE > キーを巧す。 

八ー ドディスクドライブが選択されます。（選択八ードディスクドライブの表示が 
READY から ONLINE になります） 


New Configuration - ARRAY SELECTION MENU 
PORT# 



已.く FI 日 > キーを押して 、 Select Configurable Array ( s ) を設定ずる。 
6. く SPACE > キーを巧す。 

SPAN-1 が設定されます。 


Select Conrigurable Array(s) 



— A-0 _ 

SPAN-1 
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7. く FI 日 > キーを巧して□ジカルドライプの作成を巧う。 

[Logical Drives ConfigureJ 画面が表示されまず。（下図は、八ードディスクドライ 
ブ2台、 RAID1 を例にしています） 


- Logical Drives Configure - 

LD RAID Size #Stripes StrpSz Status 

0 1 xxxMB 2 64KB ONLINE 


- Logical DriveO 

RAID =1 
Size = xxxxMB 
DWG = On 
RA = On 
Accept 
Span = NO 


8. 力ーソルキーで 「 RAID 」、「 Size 」、「 DWG 」、「 RA 」、「 Span 」 を選択し、 
く Enter > キーで確定させ、各種を設定ずる。 

(1)「 RAID」 ： RAID レベルの設定を巧いまず。 


パラメータ 

備考 

0 

RAID0 

1 

RAID1 

10 

RAID1 のスパン 


パックを組んだ HDD の数によって選択可能な RAID レベルが変わりまず。 

に） 「Size」 ：□ジカルドライブのサイズを指定しまず。ディスクアレイコント□一 
ラ1枚で最大40個の□ジカルドライブが作成できます。 

(3)「 DWC」 ： Disk Write Cache の設定を巧いまず。 


パラメータ 

偏考 

Off ホ 

ライトス ルー 

On 

ライトパック 


推奨設定 


(4)「 RAJ: Read Ahead の設定を巧いまず。 


パラメータ 

偏考 

饼 f ホ 

先読みを行わない 

On 

先読みを巧う 


推奨設定 
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(5) rSpanJ : Span 設定を行います。 


パラメータ 

備考 

SPAN 二 NO * 

Span 設定:を行わない 

SPAN 二 YES 

Span 設定を斤う 


* 推奨設定 


SPAN 実行時は、パックを組む時に國の槪こ2組 W 上の同ーパックを作成します。 


RAID 1の SPAN の場さ 



9. すべての設定が完了した S 、「 Accept 」 を選択して、 < Enter > キーを巧ず。 

□ジカルドライブが生成され 、 「Logical Drive Configured 」 画面に□ジカルドライ 
ブが表示されまず。 

10. □ジカルドライプを生成した6、 < ESC > キーを巧して画面を励す 、 「Save 
Configuration ?] 画面まで戻り、 「 Yes 」 を選択する。 

Configuration がセーブされます。 

11. Confi 有 uration のセープ完了メッセージが表おされた S 、< ESC > キーで TOP メ 
ニュー画面まで戻る。 

12. TOP メニュー画面より 「 Objects 」 一 「 L □呂 ical Drive 」-► rView/Update 
Parameters 」 を選択して□ジカルドライブの情報を確認ずる。 

13. TOP メニュー画面より 「 Initialize 」 を選択ずる。 

14. 「 L □呂 ical Drives 」 の画面が表おされた S 、 イニシャライズを行う□ジカルドライ 
プに力ーソルを合わせ、スぺースキーを巧ず。 

□ジカルドライブが達択されます。 

15. □ジカルドライブを選択した S 、< F 10> キーを巧して Initialize を行う。 

実行殖認画面が表示されるので、 「 Yes 」 を選択すると Initialize が実行されます。 

[Initialize Logical Drive Progress 」 画面のメータ表示が100%になった 6 、 Initialize 
は完了です。 

16. Initialize を実施済みの□ジカルドライブに巧して、整合性チェックを行う。 

詳細な実行ち法は「整合性チ I 、ソク」 （200 ページ）をご参照ください。 

17. < Esc > キーで TOP メニューまで戻って、ユーテイ U テイを終了する。 


コンフィグレーシヨンの作巧を巧った時は、必ず、整合性チ I ックを実行して 
ください。 
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マニュアルリビルド 



1 . A - ドディスクドライブを交換し、装置を起動する。 

2. ユーテイリテイを起動ずる。 

3. T 日 P メニューより、 「 Rebuild 」 を選択ずる。 

rRebuild -PHYSICAL DRIVES SELECTION MENU 」 画面か*表示されまず。 

I- Rebuild - PHYSICAL DRIVES SELECTION MENU - 


0 


2 

3 

4 

5 

6 


4. 「 FAIL 」 になっている HDD にカーソルを合わせ、く SPACE > キーで選択する。（複数の 
八ードディスクドライブを選択可能(同時リビルド)） 

日.八ードディスクドライブが選択されると、 " FAIL " の表示が点ミ威ずる。 

6. 八ードディスクドライブの選択が完了した S 、 く F 1 日>キーを押してリビルドを実行する。 

7. 確認の画面が表示されるので、 「 Yes 」 を選択ずる。 

リビルドがスタートします。 

[Rebuild Physical Drives in Progress 」 画面の^-夕表示が10096になったらリビルド完 
了です。 

8. く Esc > キーで T 日 P メニューまで戻って、ユーティリテイを終了する。 


PORT# 
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ホットスペアの設定 



1 . ホットスペア用の八ードディスクドライブを実装し、本体装置を起動する。 

2. ユーテイリテイを起動ずる。 

3. TOP メニューより、「日 bjects 」 一 「Physical Drive 」 を選択ずる。 

rObjectsts - PHYSICAL DRIVE SELECTION MENU 」 画面が表示されます。 

I- Objects - PHYSICAL DRIVES SELECTION MENU - 


0 


3 

4 

5 

6 


4. ホットスペアに設定する八ードディスクドライブに力ーソルを合わせて、く Enter > キーを 
巧す。 

己 . 「Port # XJ の画面が表示されるので 、 「Make HotSpare 」 を選択する。 

目.確認の画面が表示されるので、 「 Yes 」 を選択する。 

八ードディスクドライブの表示が、 rHOTSPJ に変更されます。 


PORT# 
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1 . < Esc > キーで TOP メニューまで戻って、ユーテイ U テイを終了する。 


Objects - PHYSICAL DRIVES SELECTION MENU 


0 


2 

3 

4 

5 

6 


PORT# 



^ • ホットスペアの設定を取り消ずロホ， rObiec ね」一 「 PhysicalDrive 」 

I チェック I 一 rPo け# X 」一 「Force Offline 」 を選択します。 

• ホ、ソトスペア用八ードディスクドライブが複数(同一容量)ある場合は、 

CH 番号/ ID 番号がルさい八ードディスクドライプから順にリビルドが実 
施されまず。 


舊合性チェック 



1 . ユーティリティを起動ずる。 

2. TOP メニューより、に heck Consistency 」 を選択ずる。 

[Logical Drives 」 の画面が表示されます。 

3. 整合性チェックを巧う□ジカルドライプに力ーソルををわせ、スペースキーを巧 
す。 

□ジカルドライブが違択されます。 

4. □ジカルドライブを選択した5、く F 1 日>キーを巧して、整合性チェックを巧ラ。 
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已.確認画面が表示されるので、 「 Yes 」 を選がする。 

整合性チェックが実行されます。 

「Check Consistency Progress 」 画面のメータ表示が10096になったら、整合性 
チェックは完了でず。 

6. く Esc > キーで T 日 P メ ニュー まで戻って、ユーテイリテイを終了ずる。 


mm 


コンフィグレーシヨンの作成を行った時は、必ず、整合性チェックを実巧して 
ください。 


その他 

(1 )Clear Configuration 

コンフィグレーション情報のクリアを行いまず。 TOP メニュー■より、 「 Configure 」 ^ 
[Clear Configuration J を選択 。 「Clear Configuration 」 を実行すると、ディスクアレイ 
コント□ーラ、八ードディスクドライブのコンフィグレーション情報がクリアされます。 
「Clear Configuration 」 を実巧すると、ディスクアレイコント□—ラの全てのチヤネルの 
コンフィグレーション情報がクリアされます。 


I チェッ^ 


ディスクアレイコント□-ラと八ードディスクドライブのコンフィグ 
レーション情報が異なる場合、（ディスクアレイコント□ーラ不具合じよ 
る交換時以外)ディスクアレイコント□-ラのコンフィグレーション情報 
を選んだ場合、コンフィグレーションび正常に巧えません。その場合に 
は 、 「Clear Configuration 」 を実施して、再度〕ンフィグレーションを作 
成してください。 

□ジカルドライブ単位の削除は、このユーティリティではできません。 
MegaRAID Storage Manager を使用してください。 


(2) Force Online 

Fail 状態の八ードディスクドライブをオンラインにすることができます。 TOP メニューよ 
り 、 rObjectsJ 「Physical Drive 」 一八ードディスクドライブ選択^ 「 ForceOnline 」 

(3) Rebuild Rate 

Rebuild Rate を設定します。 

TOP メニューより、 「 Objects 」 一 「 Adapter 」 一 rSel . Adapter 」 一 「Rebuild Rate 」 を選択。 
096〜100%の範囲で設定可能。デフオルト值(設定推奨値)30%。 


(4) 八ードディスクドライブ情報 

A - ドディスクドライブの情報を確認できます。 

TOP メニューより、 rObjec お」一 「Physical Drive 」 
「View Drive Information 」 を選択。 


> 八ードディスクドライブ選択- 
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